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序

昭和60年 7 月 26 日夕方 、 地附山東斜面が流出土砂末端まで約700m 、 最大土砂

流出幅約500mの規模で大崩落を起こしました。 これにより死傷者30人、 家屋損

壊64棟にも及ぶ被害を受けました。 まさに長野市においては未曾有の地すべり

惨事であり、 大事件でもありました。

幸いにもその後再発災害もなく 、 恒久対策工事が順調に進み 、 この事業もほ

ぼ完成の域に達したように見受けられます。

さて、 この大崩落地直上には、 浅川扇状地一帯を治めていた古墳時代崇族の

奥津城である地附山前方後円墳を盟主墓とする古墳群が形成された地と知られ

ていました。 そして上池ノ平1号古墳は過去の調査で3個の石室を有すること

がわかっており、 他に類のない古墳として注目されていました。

ところが今回の地すぺりの恒久対策工事において法面削り落し工事が実施さ

れる運ぴとなり、 その際に上池ノ平地籍にありますい〈つかの古墳が破壊され

ることになりました。

長野市教育委員会では地すべり恒久対策工事の重要性及ぴ緊急性をかんがみ 、

工事着工前に対象となる古墳を中心に緊急発掘調査を実施し、 これを記録とし

て保存をはかることにいたしました。 工事事業決定から短期間のうちに発掘調

査に箔手できましたことは、 長野県建設事務所・県教育委員会文化課をはじめ

関係各位のご尽力の賜物と敬意を表します。

調査では 、 二次災害防止のため一部に十分な調査が及ばなかった点もありま

すが、 重要な遺構・遺物を検出いたしました。 ここに長野市の埋蔵文化財第30

集の刊行にあたり、 市民の皆さんはもとより学術的にも大いに活用し、 郷土の

歴史を解明するための資料として役立てていただければ望外の喜ぴとするもの

です。

最後になりましたが、 地附山地すべり災害でお亡〈なりになりました皆様の

ご冥福をお祈り申し上げます。

昭和63年3月

長野市教育委員会教育長

長野市遺跡調査会 長
奥村 秀雄
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本術は、 「地附山地すべり激甚災害対策特別事業」にともない実施した「地附山古墳群」発掘調査報告書であ

る。 調査対象となった古墳については地附山古坑群上池ノ平1-5号古墳と命名した。

調査は、 長野市教育委貝会と長野建設事務所との協議に基づき 、 長野市教育委員会が設沼した長野市遺跡調

査会が担当した。 （昭和61年度•一発掘作業・昭和62年度一報告害作成）

本魯作成における整理作業分担は次のとおりである。

遺構一青木和明 • 干野 浩
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土器 ・埴輪ー横山かよ子・中殿章子

鉄製品 一矢口忠良

なお、 遺構図作成には倉田佳世子が加わった。

本書の執箪分担は次のとおりである。

和田 博 II-1 · 2  

矢口忠良

横山かよ子

行木和明

1-1 、 II-3 、 lll ー5号古墳--{4)

111ー2号 古 墳 —--{4)、 111-3号古墳—{5)、 mー4号古墳―{4)

1-2 · 3 、 lIIー1号古墳、 2号古培一(l)-(3)、 UJ一3号古瑣一(1)-(4)、

m— 4号古墳-(l)-(3)、 III-5号古墳---{l)-(3)
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本害に用いた地形測祉図は長野建設事務所より提供を受け、 1 · 2号古墳墳丘測蜀に関しては協同測載社へ

6
 

委託し写真測最を実施した。 なお、 同社より航空写真の提供も受けている。 また、 出土鉄製品の保存処理に関

しては長野市立博物館、 同逍物のX線透過写真撮影は長野県工業試験場の協力を得て実施した。

調査によって得られた諸資料は、 長野市埋蔵文化財センターが保管しているが、 長野市立陣物館に移管され

る予定となっている。
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I 調査経過

1 調査に至る経過

「昭和60年7月26日午後4時58分に長野市地附山の戸隠有料道路付近で大規模な地すべりが発生し、 その土砂

は、 湯谷団地・老人ホ ーム松寿荘•望岳台団地へと押し寄せ、 死者26名全半壊64戸という大きな被害を及ぽしま

した。 長野県土木部は、 2次災害を防ぐため直ちに応急対策に箔手するとともに、 地滑り機構の調査、 解析を進

めてきました。 恒久対策工事は、 集水井8基を既に完成させ、 現在は深礎工をはじめ、 各対策工事が盛んになり

つつあります。 （以下略）」と「地附山地すぺり災害J (昭和61年3月 長野県土木部・長野建設柑務所発行）の序で述ペ

ている。

ここに見られるように規模もさることながら、 その被害の大きさに長野市民を震撼させる大事件であった。 そ

して2次災害を防止するため緊急を要するものから順次恒久対策がとられてきた。 昭和60年度は、 国補災害関連

緊急地すぺり対策事業、 61年度以降を地すべり激甚災害対策特別緊急事業として実施され、 その内容の一 部が序

文中に記載されている。

さて、 恒久対策事業の一環として、 滑落崖切崩し工事が日程に上ってきた。 この工事は、 法面の勾配を緩やか

にするため、 平 面距離にして40-60m程後退したところから切崩すものであった。 しかしこの工事区内には、 従

来から3基の古墳があることが知られており 、 上池ノ平古墳と呼称されてきた。 以下これらの保護措罹について

順を追って記載する。

7月 1 日 工事区域内に古墳が存在するのか確認のため、 現地を踏査する。 雑木が繁茂していたため2基だけ

を確認し、 社会教育課より県教育委員会文化課へ報告する。

7月8日付 長野建設事務所長より「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事について」の協議害の提出が

ある。

7月1 5 日 長野建設事務所・県教育委員会文化課•市教育委員会社会教育課• 同長野市立博物館の各担当職貝

か現地に参集し、 破壊予定の古墳を確認と保護策について協議する。

8月8日 長野建設事務所において、 県教育委貝会文化課の立ち合いのうえ 、 工事概要等の説明を受けた後、

発掘調査の実施計画を検討する。 この会談では、 事業内容が緊急性をもつものであるだけに、 発掘調査への準備

も早急に取りかかり、 8月20日から箔手し、 9月末日までには完了し、 整理及ぴ調査報告書の刊行は昭和62年度

とする旨確認しあった。 この間に長野建設事務所へ古墳の位置が正確に入った縮尺1 : 100 の地形測紐図の提供と

作業員の手配をお願いする。

8月11日 大塚初重明治大学教授•桐原健長野市文化財審議会委員を上池ノ平古墳に案内する。 1号古墳合雄

形石室は完全であるので復元のため持ち帰るよう指荘を受ける。

8月13日付 長野建設事務所長より、 文化財保護法第57条の3第1項の規定による埋蔵文化財発掘の通知があ

り、 「工事範囲内古項につき発掘調査を行って記録を残す必要がある。 」旨の意見を付して県教育委貝会教育長あ

てに進達する。

8月19 日付 文化財保護法第98条の2第1項の規定により昭和61年度災害関連緊急地すぺり対策工事に伴う地

附山古墳群の発掘調査通知を県教育委員会教育長経由で文化庁長官あて提出する。

8月20日付 地附山古墳群発掘調査委託契約書を締結する。 本日より発掘調査を開始する。
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2 発掘調査の経過

各古墳の調査に至る経緯とその調査方法 に関しては以下のとおりである。

上池ノ平1号古墳

協談段階で調査の対象としていた2基の古墳のうちの一 つで、 「上池ノ平古墳」 あるいは「上池ノ平1号墳」 と

呼称されてきた古墳である。 合掌形石室を含む並列した3 つの石室が存在することで著名であり、 昭和30年に米山

ー政氏によって発掘調査され、 その所在は明確であった。 同調査では、 埋葬施設を中心として調査が実施されて

おり、 2号石室から直刀の出土をみている。 今回の調査においては、 培丘と埋葬施設の構造を確実に把握するこ

とを主眼とし、 過去の発掘範囲を確認しながら墳丘と埋葬施設の構築工程を明らかにするため、 十字に土層観察

用のあぜを残して地山整形面まで掘り下げる方法 をとった。 結果的には期日の制約から試掘坑により1日地表面と

地山整形面とを確認し、 同面を露呈したのは坑頂埋葬施設周辺にとどまっている。 墳丘の測誠は、 上部の攪乱層

及ぴ崩落土層を除去した後に、 写真測盈を実施した。 埋葬施設に関しては将来的な復元移築に備 え 、 平面因とあ

わせ て 石室外面立面図を作成しながら構築石材のすべてを立体的に記銀することとした。 石室自体が石棺系の石

室であり、 その外面記録が平面図のみでは不十分であるという認識もそこに加わっている。 なお、 同墳の東裾に

接して墳丘状の高まりが存在し、 古墳としての可能性が考えられたため調査開始早々試掘を実施したが、 人為的

な盛土の痕跡がなく 、 自然堆積（地滑りによる土塊）であることが明らかとなった（図版2)。

発掘作業8.20-9.20 測磁用写真撮影8.26 埋葬施設実測9.6-9.19 石室石材伴出9.16-9.24

上池ノ平2号古墳

協議段階で調査の対象としていたもう一つの古墳であり、 発掘調査の開始される直前に、 施工対象地の樹木伐

採が実施され、 1号古項の東方約50mの地点にその存在が認識された。 協議により1号古墳とあわせ て発掘調査

対象とし、 長野建設事務所が作成中であった1 : 100縮尺地形測屈範囲もそれにあわせて拡張した。 埋葬施設の存

在は未確認であったが、 培丘と埋葬施設の構築過程を明らかにするため、 1号古墳と同様の調査方法をとった。

瑣丘がかなり攪乱されている様子がうかがえ たため、 墳丘測最は表土府除去後と崩落上庖除去後の2回にわたり

写其測祉を実施した。 崩落土層除去にともない、 墳丘裾から土器埋納坑が発見され、 坑丘とあわせて記録図を作

成した。 結果的に、 埋葬施設が確認されず 、 培丘の掘り下げは旧地表面・ 地山整形面にまで達している。 その露

呈の後重機を援用して墳丘の断ち割りを実施した。

発掘作業8.25-9.10 測祉用写真掛影8.26·9.6 遺物出土状態実測9.7 墳丘断ち割り9.11

上池ノ平3号古墳

1 · 2号古墳調査中の 9月11日 、 見学により来訪された長野県史刊行会編纂委貝笹沢浩 • 宮下健司 ・ 郷原哲章

氏により発見された。 地滑り崩落崖直上の尾根突端に位置し、 同所に切崩工箔手のための仮道取り付けが実施さ

れた際、 プルドーザーにより墳丘が切削されて遺物が露出していたものである。 1· 2号古墳調査終了後、 急逍

調査に消手したが、 墳丘測覇及ぴ埋葬施設の調査終了後の 9月23日、 墳丘南半分が崩落するところとなり、 墳丘

内の調査は不十分のまま調査を断念した。

発掘作業9.13-9.22 測批• 実測作業9.21-9.23
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上池ノ平4 • 5 号古墳

3 号古 墳調査中に調査貝 に よ り その存在が認識 さ れ た。 防 災事業施工対象地外であ っ た ため発掘調査対象には

含めず 、 3号古墳調査終了 後 に 墳丘 と 周 辺の地形測覇のみ 実施 す る 予定と し て い た。 と こ ろ が、 9 月 23 日の崩落

に伴い切崩 し工事の範囲が設計変更 と な り 、 両 古 墳と も 破壊 さ れ る こ と が決定 さ れ た。 調査団では取 り 急ぎ 9 月

25日 よ り 測紐作業に箔手 し た が、 翌 日 行われた 県教育委員会文化課と 市教育委員会社会教育課との協議の結果 、

文化財保渡法57条の6 第 1 項 「た だ し 、 非常 災害のた めに必要な応急措置 を執る場合は 、 その限度に お い て 、 そ

の現状 を変更す る こ と を防げない。 」に基づき 、 調査を中止す る こ と を 申 し合わせた 。 その後 、 工事の進展に よ り

古墳の切崩 しが迫った12月 2 日 、 筑波大学に よ り 地附山 山頂の 「地附山古墳」 の測砒調査が究手 さ れ る こ と と な

り 、 同調査を指胡 さ れた岩崎卓也教授 らが現地を視察 さ れ あ ら た め て 古 墳の存在が注 目 さ れる に至 っ た 。 破壊さ

れる 4 · 5号古墳は 、 測覇図作成の途上で調査の進行が中止 さ れ て い た ものの、 結局 2 か月 を経過 し た 時点 で も

現状が維持 さ れて いた点は幸 い な こ と であ っ た 。 連絡を受けた調査団は 、 切崩 し作業に あ わせて可能な範囲で記

録を収集す る こ と を検討 し 、 長野建設事務所の承諾を得て工事区域内へ立 ち 入 り 、 切 崩 し作業に立ち合 う 形で き

わめて応急的では あ る が調査 を 実施す る こ と と し た 。 な お 、 調査は切崩 し作業の実施 さ れ た12月 4 日 か ら 6 日 に

か け て 実施 し 、 その際に 「地附山古 墳」 測麓調杏中であ っ た 筑波大学西田正規 • 山 田 昌久氏以下学生諸氏に絶大

なご助力を頂いた こ と を記 し て感謝い た し ま す。

付記

地附山地すべ り 災害に対する対策工事が着手 さ れ、 そ れ に あ わせて発掘調査 を 実施 し て い る さ なかの9 月 23 日

夕刻 、 切 崩 し 作業 を 実施 し て い た施工対象地の一部が崩落する事態 と な り 、 切 崩 し 範囲が若干変更さ れ 、 新た に

4 · 5号古墳力屯眈復 さ れ る こ と と な っ た経過は前述 し た 。 崩落崖上の亀裂を 中心に し て 起 き た この崩落 に つ い て

は 、 エ軍の進捗に よ り あ る程度予想 さ れ て い た と さ れる が、 その予想を若干越 え る 部分に ま で崩落が及ん だ こ と

に よ り 当初の設計が変 更 さ れ た もので あ る 。 こ れ を契機に 、 新たな崩落の一 因 と し て 埋蔵文化財発掘調査実施に

よ る 工事の遅れ を指摘する発言が報道 さ れ て い る （朝 日 新聞 9 月24 日 ・ 26日付け） 。 発掘調査 に よ り 工事が遅延 し た

事 実関係はな 〈 、 同発言が事実無根であ る こ と は い う ま で も ない が、 災害復旧 と い う 特殊条件下であ 〈 ま で工事

優先 と い う 立場で調査 を計画し その実施について調整を続けて き た調査関係者に と っ て は 、 衝繋的な報道 と し て

受け止め ら れ て い る 。 調査の実施に あ た っ て は 、 可能な 限 り 作業の迅速化を 計 る た め 、 培 丘の断 ち 割 り や抜根作

業に重機を積極的に援用 す る な ど、 切 崩 し 工事の円滑な進行を妨げぬ よ う 努力が重ね ら れ た が、 その経緯を無視

し た 誤解が一部に生 じ て し ま っ た こ と は残念な結果 と いわ ざる を え な い。

ま た 、 緊急性を要す る 防 災対策工事に起因す る こ と か ら 、 今回の調査が文化財保護に 関 し ての特殊な事例 と な

っ て い る こ と も 報告 し て お き た い。 全国では38墓を数え るのみの合掌形 石 室のう ち 、 2 例有 す る 地附山古 墳群の

文化財的価値は 、 災害対策 と い う 不可避的要因がなければ、 現状のま ま保存さ れ る ぺ き ものと し て 位笛付け ら れ

た で あ ろ う こ と は 想像に難 く な い。 し か し な が ら 、 災害対策 と い う 状況下で現状維持に よ る 保存はあ り え な い と

い う 了 解のも と に 、 純粋に記録保存 を 前 提 と し て箔手 さ れた ものが今回の調査で あ る 。 さ ら に 、 工事中の新た な

崩落を契機 と し て 、 文化財保護法57条の6 第 1 項の非常災害に お け る 特例事項が適用 さ れ、 途上で調査が中 止 さ

れた こ と も類例のない大 き な特色 と い え る 。 こ れ らの措置が文化財保護 に お い て は 異例の取 り 扱 い で あ る 点は 明

ら か で あ る が、 開発行為と 埋蔵文化財保護との調整が叫ばれる現在 、 今回の事例が特殊性のみ に よ っ て理解さ れ

る は ずのないこ と は周知のと お り であ る 。 公益性 と文化財保護との価値観の調整、 記録保存の的確性等、 今回の

調査で指摘 さ れた い 〈 つかの問題点 に は 、 埋蔵文化財保護が抱 え て い る 今 日 的課題が内在 し て い る と い え よ う 。
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3 調査の体制

長野市遺跡調査会の組織

昭和61年度 昭和62年度

会 長 奥村秀雄 （教育長） 奥村秀雄 （教育長）

委 貝 米山ー政 （長野市文化財保護審議会長） 米山ー政 （長野市文化財保護審議会長）

桐原 健 （長野市文化財保護審議委貝） 小林 学 （長野市文化財保護審議会委員）

清水営ー （教育次長） 丸山義仁 （教育次長）

関川千代丸 （社会教育課文化財専門主事） 関JII千代丸 （社会教育課文化財専門主事）

矢口忠良 （調査団長） 矢 口 忠良 （調査団長）

青木和明 （調査員）

監 事 高野 覚 （教育委員会総務課長） 戸津幸雄 （教育次長副任総務課長）

事務局長 吉見 敏 （社会教育課長） 小木曽敏 （埋蔵文化財セ ン タ ー所長）

局 員 吉池弘忠 （社会教育課主幹） 小山 正 （埋蔵文化財セ ン タ ー所長補佐）

山崎博三 （社会教育課主査） 矢口忠良 （埋蔵文化財セ ン タ ー調査係長）

青木和明 （埋蔵文化財セ ン ター主事）

千野 浩 （埋蔵文化財セ ン タ ー主事）

倉田佳世子 （埋蔵文化財セ ン タ ー職貝）

調査団の編成

調 査 団 長 矢口忠良 （長野市埋蔵文化財セ ン ター調査係長）

調 査 貝 山 口 明 （長野市立博物館学芸貝）

青木和明 • 千野 浩 （長野市埋蔵文化財セ ン タ ー主祁）

中殿章子 ・ 横山 か よ 子 （長野市理蔵文化財セ ン タ ー職員）

執 策 者 和田 博 （長野市立博物館専門貝）

調査補助員 出河裕典 ・ 古岩井久仁 （信州大学学生） 清水隆寿 • 前島 卓 （立正大学学生）

原田和彦 （国学院大学学生） 原正樹 （東京経済大学学生） 小山田浩一 （ 日 本大学学生）

調査参加者 松本俊雄 前田正 和田政高 宮 川 四一 徳高淳一 松本亮一 宮沢弥一

碓井亀太 碓井和雄 木舗鉄男 小出敏夫 山崎浩 内山晴市

調査の実施に あ た り 、 長野県教育委貝会文化課指辺主事小林秀夫氏の ご指荘 を 頂 い た ほ か、 長野市立博物館諸

氏、 長野県史刊行会笹沢浩氏 • 宮下健司氏 ・ 郷道哲章氏、 筑波大学岩崎卓也氏 ・ 西田正規氏 ・ 山 田 昌久氏、 明治

大学大塚初重 氏 ・ 小林三郎氏 よ り それぞれご援助 を 頂 い た。 ま た 、 出土遣物の う ち 馬具につい て は 岡安光彦氏 ・

大谷猛氏 • 松尾昌彦氏よ り 、 土器 ・ 埴輪については 矢島宏雄氏 • 佐藤信之氏 • 山根洋子氏 ・ 西山克己氏よ り 貨重

な ご教示を 頂 い て い る 。 厚 〈 お礼申 し上げたい。

ー 4 ー



II 地附山古墳群 と 周辺の環境

1 地理的環境

本古 墳群が 所 在す る地附山 は大峰山塊の一 部を 構成す る。 標 高8 28 .Zmの大峰山 はしぐれ沢 （湯福）II) の 谷 で葛

山 (8 12m) を 隔 て、 その 東稜 は河川 争奪の名 残地形と いわれ る鞍 部を 経 て地附山の 頂点 (73 3 m) と なる。 ここか

ら平坦 な山 頂は逆 〈 の字形にか なり広 〈 延ぴ、 約700m北端の標 高706mの城山 （城の割） は南浅川 （鵡沢） の 深 い

V字谷 によ り、 善光寺再 建の 残材 を 用 いて棟梁 木村万兵衛が 建立したと伝承す る奇勝プラ ン ド薬師堂の あ る薬山

と絶ち 切られ る。

地附山 頂上の 平坦面 中央 部は池の 平峰 地籍の名称どおり沼状湿 地で、 そのか たわ ら東突角 に前 方 後円 墳（地附山

古墳） 、 東南 へわずか に下 った山屑 部の傾斜変換線 に本古 墳群があ り、 この 付近 には西南か ら東北 方向 の 凹 地（ち

げ き ）が 存 在し、 災害以 前には同様地形が この下方 にも複数 観察 され た。 本古 墳群付近 か ら斜 度の強 い崩落痕跡 地

形と なり、 今次災害の 滑落もそこか ら始まっ ている。

山頂の 平坦面 は長野盆 地の 西 部山 間地域に、 700-lOQQmの椋 高 で広 く 分布す る切峰面の一環を なし 、 西 部山地

が 中新世 後期～鮮新世の海退陸 化期 における堆積で第四期の 造山活動 によって隆起 したこと を 物語 る。 肥えた土

壌 は耕 して天 に至 る情呆を 随 所に展 開す る反面、 軟弱 な地盤ゆえ浸食が 激 しく 樹枝状に小河川が 発達し、 崩れや

す い波浪状 地形を 呈 し、 地すべ り常襲 地域と もなっている。

また、 大峰山塊 は西 部山 地では浅川泥岩 層（青木同位層） に次いで古 い中新統の裾花凝灰岩 （流紋岩質凝灰岩） で

構成され る。 裾花凝灰岩 層は三登山 (923m) か ら霊園 高地・ 地附山・ 大峰山 ・ 葛 山・ 旭山 (785m) · 富士ノ塔 ( 992

m) 、 さらに茶臼山 (730m) へと 盆 地主軸 と 平行にその に西縁 部に 東北 か ら西 南 へと 約4 km幅 で15km 以上に連続

し、 その 間を駒沢川 ・ 浅川 ・裾花Ill . 犀川 などが先行性横 谷 を 刻 ん だ り断層谷沿 いに盆 地に流 出し、 それぞれ広

大 な扇状 地を 形成す る。 裾花凝灰 岩 層の 形成については、 松代 地震の際 に実 施され た爆破振動実験 でも確認され

たように、 盆 地西緑 部には構造線 が 存 在し 、 その 断府活動の際弱線 に噴 出堆積し たと 見られ ている。

さらにこの裾花凝灰岩 層沿 いに田 子断層及びそれ と 平行す る幾条もの活 断層が 存 在し 、 構造線の再活動 と も考

え られ ているが、 活 断層は中新世の運動 と は全 〈 逆 に西 上が り東落ちの逆 断層で、 落差の総 計 は1000-2ooom に

も達す ると され 、 前 述の 山々 がその作用によって隆起して盆 地側斜面が 断層地形を 呈 している。

地附山 もその例 にもれず 、 盆 地側斜 面に大小幾個 所 もの 古 い滑落・ 地すぺ り 地形が 指摘 され、 中腹の滝 上山そ

の他数個 所の台 地は階段 断層地形と 目 され、 前 述の凹 地筋 も断層裂線か ともいわれ る。

3 年前、 60年7月26日に死者26人、 家屋全壊50棟を はじめと し て約25ha にわ たっ て甚大 な被害を 出した地すぺ

り災害は、 その よう な古筋 に再 発し た断府活動現象と と らえられ る。

被 災 地は防 災 工事もほぼ完了 し て静寂を 取り戻 し 、 台 地に緑の息吹が 開始され ている。
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2 歴史的環境

歴 史 への地附山登場 は古 墳時代 以降 となる。 が広大 な扇状 地 ・ 沖積地に 展 開 されたはるかそ れ以前 から の人々

の営 みは山 上から 一望に収 めら れ、 盆 地の人々 に とって は生活 に 密 箔した山であ ったと思考 される。

縄 文時代に は、 城 山丘陵 • 湯谷そ の他 裾花扇状 地の河岸 段 丘面や浅川扇状 地周辺 等の微 高 地を拠点 として 人々

の足跡が印され始め、 駒沢川谷口 の赤萱平では縄 文早 期土器片 も確認 されて いる。

そ の南7QQm付近 の神楽稿 は弥 生中期 （栗林式）・ 後期 （箱消水式）の遺跡で、 そ こから さら に 南 方 1 km強 の吉 田

高 校 から は箱泊水式に先行す る吉 田 式 文化 の遺跡が発 掘された（既報） 。 扇状 地辺縁 から扇端 付近 に 広 く 点在す る

弥 生後期 など の遺跡は、 浅川扇状 地遺跡群 として包括される。 大峰 山裾舌端 の長野女学校敷 地 （現 長野西高校） か

ら 明治34年 ( 1901 ) に 弥 生後期 及ぴ 古墳時代 の遺跡が発 見 され、 そ の弥 生式土器 は箱清水式 の標式 土器 となり、

該 調査が本 県 考古 学調査の始めとなった。

浅川扇状 地遺跡群 では三輪 付近を はじめとして古 墳時代やそ れ以降に 及ぶ 遺跡が数を 増 し、 沖積地の自然堤 防

に も広 が り 、 駒沢新町に祭祀遺跡も検出され、 古 墳時代 及びそ れ以降燎 原 の火同然に扇状 地から盆 地中央 の沖積

地へ 開発 全線が伸展 した史 実を示 し、 そ の先達となった人々 の奥津城が、 盆 地をとり まきそ の経営 地を 見 お ろす

高地即 ち山腹 から 山 麓、 時に は山上 に まで築かれ、 本古 墳群 もそ の一環を なす。

地附山 に は一連 の古墳群があ り 、 地附山古 墳と今回の調査対象の上池ノ平古 墳とを総称して 地附山古 墳群 と呼

ぶ ことにす る。 山 頂の地附山古 墳は前述 のよ うに前 方 後円 墳で平地との比 高差 は県内随ー という。 平地から の比

高差が3QQm以上もあ る山 上に 築かれた古 墳群 はこ こ と萩平のみで、 そ れに次ぐ 高所所在 が吉久 保 ・ 馬神 ・ 阿弥陀

堂 （弥勒寺） 古 墳群 で、 いず れも盆 地西縁 部に集 中する。

本 古 墳群 直下約1 5 0mのN H K テ レ ピ 中継 所付近 に あ った駒 形束平古 墳群 ( 6 基）は、 今次災害の崩落 土に 中

継 所ともど も埋没 し、 そ の下 方 台 地に点 在した滝 上山古瑣群も戦 後のゴルフ場 建設・望岳台住宅 地造成等でほ と

ん ど削平され、 扇状 地面に 築かれた湯谷 東古 墳群 (7 基） のうち残されて いた3 基 も基盤整備 に よ って煙滅 した。

（昭和49年）

今次災害及びそ の対策工事で地附山古 墳群 のうち上池ノ平1 - 5 号古 培が失われた現在、 地附山に 残る古 墳群

は頂上・花岡平 ( 2 基 う ち前方 後円 項l 基） ・ 小丸山 ( 3基） のほ か、 昌禅寺近辺に散在す るという湯谷古 墳群 ( 5

基） のみと激滅した。

律令時代に なると水内郡に は更科郡に ついで多 い八 か郷が醤 かれ、 そ の全郷が盆 地部に あ った。 昭和20年代頃

までは長野高校 以北一帯 は耕 地でそ こに条里 的遺 構が うかが え たが、 現在犀川 以北 の市内 では古牧 地域に条里 的

地割 痕跡を 残すのみとなった。

地附山松林 中に鋲座 して かろうじ て 被 災 を まぬが れた駒弓神社は、 近世末 まで善光寺境内 に あ り年神堂 と呼ば

れて いた健御名方富命彦神別神社 （現在の水内 大社） との関係 から善光寺奥院 とも俗称されるとともに 、 桐原牧 と

同 じ 〈 広々 とした浅川扇状 地を放牧 地として いた荘園時代 の吉田牧に係 わる社 との見解 も出されて いる。

眼下 の木立に囲 まれた善光寺 は7 世紀頃 の創 建との伝承を有 し、 瓦葺堂宇の存在 は第17 集 既報 のよ うに8 世紀

後半- 9 世紀に繰 り下 げら れ、 前 期 の彦神別神社が名神 大社 として延喜式神名帳に記されて いる。 この神社 は5 9 1

年に諏 訪の神 とともに勅祭 を 受 けた水内神 と推定され、 善光寺 はそ の神宮寺 との声 も出されて いる。 明治初年神

仏分離に よ って城山に遷座された。

平安末 から 中世に かけて善光寺信仰 の普 及興隆に ともない、 遠近 の参詣者に よ って花岡平（五輪平） を始め善光
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寺衷山 の山麗 から 山腹一帯 におぴた だ しい五輪塔が建てられ、 その風習 は近世にも及び、 供養碑 建立 は現代 も後

を絶たず 、 善光寺衷山 一帯 は古 墳時代以来延々 と続 く 烏辺山 の感 を深 く す る 。

山 上から 見下 ろす平 地には、 甲越戦 でしば しば上杉勢 の拠 点となっ た城山丘陵上の横 山城 のほ か、 数多 〈 散在

す る 城館跡が中世 の地方武士た ちの角 逐 を しのばせ、 地附山北端城 の割 地籍 にも 枡 形城跡がある 。

北郷 及び 南郷 （ 地附山束麓）は室町初期 には高梨一族 の傘 下にあった が、 戦 後期 には両郷 とも落合領桜庄 （広瀬

庄）七 か郷中 に 含 まれ て葛 山衆 に宛 行われた ことに鑑 みても 、 この山 城 は葛山城 に連続す る 葛 山 衆 の防御拠点 であ

った こと がうかがわれ る 。

近世 に至って大峰山 は善光寺領となり、 お花山 と呼ばれ て厳 しい山 定めに保護 され、 明治 以降は国有林 となり

現在 では風致林として全山老松 におおわれ ている 。 それ に比 して地附山 は一 部を除 いて民有林 で、 前述 のような

「割」 と 呼ばれる 地字が21 もあり、 割山 である ことを 示 してい る 。

このよ うな歴史 を た どる 地附山 は、 山 裾から上方 へと開拓 前線 がのぴて耕 地となり 、 東斜面 の古い地す ぺり 地

がい ち早 〈 広い 果樹園 となり、 今回 の被 災 地も戦 後ゴルフ場や山林 からそれ になら った。 山 頂に動物園 等ができ

ロ ー プウ ェ イ も架 設された が長続 きせず 、 昭和38 · 39年に戸 隠有料道路 （パードライ ン） が山 腹 を うね うね と縫 い

山 頂近 いを取巻 いて建設され て以来、 市街 地の拡大 などに伴 って中腹 以下 の耕 地は各施設や住宅 地に変転 し 、 そ

の一 部が今次災害を 被る結果となっ た。

参考文献 「長野 地域の 地質J 「上水内郡地質誌j 「地附山 地すぺり災害J 「長野 県の 地名J

「日 本の科学者 (vol21. No5) J 「長 野市 史J 「上水内郡誌」 「長野 県史J r信濃史科J
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3 地附山古墳群の構成につ い て

従来この古墳 群の呼称に つ いて若干のニ ュ ア ン スの相違があ り 、 「 地附山古墳 群 」 又は 「上池 ノ 平 古墳 群 」 と 呼

ばれて き た。 今回調査 し てみて 、 こ れ ら を 2 つの古墳 群 と し て分離するのは い かがな ものか と 考え る よ う に な っ

た。 即 ち 、 所在 地が不明 に な っ た ものが多 〈 、 地附山 古墳 群 と 称 し て い た ものに は 前 方後円墳が 1 碁存在するだ

け で 群 と し て把握で き なか っ た し 、 上池ノ 平 古墳 群 も 前 方後円墳直下の平 坦 地 に 展開 し て 、 地理的に近い関係が

あ る 。 さ ら に 前 方後fIJ墳を初期の盟主的 古墳であ り 、 それに後続す る 1 集団の奥津城が上池 ノ 平 古墳 群 であ る と

い う 推定が許されればな お さ ら分離で き な い ものである 。

こ う し た意味を過去の調査例 を ふ ま え て 、 本書では 「上水 内郡誌J の記載例 を参考に し ながら次の名称 を 用 い

る こ と にす る 。 地附山前方後円墳 と 上池 ノ 乎に散在す る 古墳を総体 と し て 「 地附山古墳 群 」 と 称 し 、 群 内の古墳

を個別に称する場合は 、 「 地附山 前方後円墳」 、 過去に調査された 「上池 ノ 平 1 号 古墳」 を 従来の名称を そのま ま

踏襲 し 、 所在地や番号が不明 に な っ て い る ものについては調査の経過に 従 っ て 「上池 ノ 平」 を 冠 し 順次番号 を新

た に 付 し た 。

さ て 、 地附 山 古墳 群の在 り 方 を み て み よ う 。 標高710mの山頂上には 、 前方部を南に 、 後円部を 北 に と る 前 方後

円墳がある （昭和61年の筑波大学に よ る 測量調査に よ り 、 前方後方坑 と の可能性も指摘されている）。 小 さ 〈 やせた尾根

を利用 し て構築さ れ、 全長39m · 前 方部幅14.5m ・ 高 さ 3.2m後fIJ部径1am ・ 高 さ 4 .82m ほ どの小型な ものであ

る 。 この古墳か ら は浅川扇状 地全体を眼下に す る こ と がで き 、 この地理的空間 を 媒介 と す る 盟主的な 古墳であ ろ

う 。 埋葬施設の構造等は不明であ り 、 こ こ か らの出土品 も 伝 え ら れ て い な い。

前 方 後円墳直下で北東に 張 り 出す小丘陵の先端に上池 ノ 平 1 号 古 墳 と 6 号 古墳が存在する 。 古墳の地形位置図

（固 2 ) では 、 急斜面上に構築 さ れた 感 を 受 け る が、 こ れは樹木の繁っ た上空か らの航空測位 に よ る誤認に よ る も

のと 思われる 。 正確に は 墳 丘 実測図 （図 3 ) に 見 ら れ る よ う に小 山 状 に な る 。 6 号 古墳は 、 径20m前 後の大型円墳

で、 盗掘な ど受けて い な い模様であ り 、 埋葬施設等は不明である 。 ま た 今回の地 滑 り 防 災工事等の区域か ら はず

れてお り 、 上池ノ 平 古墳 群 内で唯一残存す る 古墳である 。 尚 、 1 号古墳から20mほど北側に円墳 ら し き ものが存

在 す る が、 張 り 出し た 尾根の丸味 と も 考え ら れ る た め番号を 付 し て い な い。 開発行為がこの地 に ま で及ぶ場合は

注意する必要がある 。

さ ら に 1 号 古墳 よ り 約55m程い っ た 西 側の低 丘陵の中 央付近 に 2 号 古墳があ り 、 先端部に 3 号 古墳が位醤する 。

規模は尾根幅に規制 さ れ、 1 号 . 6 号古坑よ り 小型 で あ る 。

4 号 . 5 号 古墳は 5 m程の距離を お いて隣接 し て お り 、 地附山山麓斜面 に存在する 。 3 号 古坑の西側約18mで

あ る 。 ま た両 古項の規模は 、 2 号 ・ 3 号 古墳 よ り さ ら に小型のもので あ る と 推 定 さ れ る 。

上池 ノ 平 に お い て は 、 南北約240mの間に 6 基の円墳が確 認 さ れ て い る 。 こ れ ら を 占 地 ・ 規模の面 か ら 構築順位

を 想 定 し て み る と 以下のよ う に な る 。 地附山前方後円墳は 5 世紀後半に比定され 、 それに続 〈 ものと し て 、 1 号

か 6 号 古墳が考え ら れ 、 さ ら に 2 号 ・ 3 号へ と 続 き 、 5 号 . 4 号の構築 を も っ て終結 し 、 最後の構築年代を 6 世

紀 前 半 と 考 え た い。
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III 調査内容

1 号 古 墳

( 1 ) 立 地 （図 3 )

1 号古墳は調査地の東端、 地附山山頂の前方後円墳から約lOOm離れた位囲 に あ る 。 古墳の立地は 、 地滑 り に よ

り 山頂から滑 り 落ちた土塊に よ り 形成 さ れた テ ラ ス状地形の西端部に あ た り 、 地附山山頂から25mの比高差を も

つ。 こ の テ ラ ス状に張 り 出 し た土塊上では 、 尾根状に隆起 し た小 さ な起伏が複雑に 入 り 組む地形がみ ら れ、 古墳

の築造に あ た っ て は 、 この小尾根状地形 を 利用 し て い る こ と が観察 さ れ る 。 調査前の墳丘の状況は 、 項丘北側が

尾根状地形か ら 切断 さ れた痕跡を よ 〈 と どめて い る 他は墳裾が判 然 と せず、 それを画する 地形の変換点は認め ら れ

な か っ た 。 墳丘の西側は な だ ら か な傾斜 と な り やや平坦な状況に あ っ たが、 東 と 南側が急傾斜の崩落崖 と な っ て

い る た め、 墳丘の側面観は実際の墳丘規模 を 上 回 る 外観 を 呈 し て い た。 この点から 、 自 然地形 と し ての崩落崖が

墳丘の視党的効果 を 高め る ために巧みに取 り 入れ ら れた状況を み る こ と がで き る 。 墳頂部標高は684 . 3m を 測 り 、

墳頂部には埋葬施設の 3 石室が開 口 し た状態で認め ら れ た 。 石室石材のい く つかは地表に露 出 し 浮 い た状態 に あ

っ たが、 かつて実施 さ れた発掘調査の痕跡は明瞭に は う かがえ な か っ た。

な お 、 1 号古墳束裾に接 し て 、 墳丘状の地形の 高 ま り が認め ら れた が、 試掘に よ り 人工的盛土であ る こ と が否

定 さ れ 、 崩落崖に と り 残さ れた小土塊であ る こ と が判明 し て い る 。

(2) 規模 • 構造 （図 4 )

墳丘土層 l 号古墳墳丘は小尾根状地形の末端部を 利 用 し 、 旧表土面の削 り 出 し と 盛土 に よ り 構築 さ れ て い る 。

墳丘土層は大 き く 次の よ う に分類さ れ る 。 （図 5 )

表土府 ( 1 · 2 ) 項丘上部 を 毅 う 腐葉土及ぴ過去の発掘 に お い て埋め戻さ れ た と 考 え ら れる軟弱な土層。

盛土層 ( 3 - 6)  墳丘構築に際しての盛土で、 土質は地山屑に由来する比較的均質な黄褐色土である 。

地山陪 ( 7 -10) 上部は極めて堅緻な黒褐色土層、 下部は黄褐色土層 、 最下部には1疑灰岩礫が多位に包含さ

れ 、 基盤の凝灰岩層 に至る 。 上部黒褐色土は古墳構築前の旧地表面 に あ た る と 推定 さ れ る 。

崩落土府 (11) 瑣丘斜面から墳裾にかけて堆積し た盛土崩落府で、 北側の地形切断部 か ら 西側の緩斜面にか

けて堆積をみせている 。

削 り 出 し工程 墳丘の北裾は尾根状地形の切断 に よ り 幅 3 m に わ た っ て周堀状に 削 り 出 さ れて い る 。 削 り 出 し

の 深 さ は 、 最深部で も I m前後であ ろ う と 推定 さ れ る 。 地形の削 り 出 し は墳丘西側へ ゆ る やかに接続す る が、 次

第に不明確と な り 消滅 し て ゆ く 。 坑丘東側 と 南側は急傾斜の崩落崖であ り 、 地形の削 り 出 し あ る いは 盛土 と い っ

た痕跡が認め られず 、 地山面がむ き 出 し の よ う な状態 に あ る 。 培丘構築 後 も 僅 かずつ崩落が進行 し て いた こ と が

推測され 、 同部分に墳裾 を 画 す る ための施設が存在 し た か ど う かは判定 し がた い。 た だ し 、 東側崩落脆の中ほど

に 大小のi疑灰岩礫の埋没が確認 さ れ 、 崩落に と も ない墳頂部から石材が転落 し た も の と 理解する な ら 、 その付近

に墳裾が設定 さ れ て いた可能性 を 求め る こ と が で き る 。

盛土工程 一方 、 盛土層は墳頂部に お い て も 浮 さ は50cm を 測 る のみであ り 、 墳丘斜面 に は ほ と ん ど 存在 し な い

と い っ て よ い。 古墳築造後に流失 し た盛土分を勘案 し て も さ ほ ど の盛土屈は無かっ た も の と 考え ら れ、 墳丘の構

築にあ た っ ては一部に削 り 出 しのエ法を 採用 し て 自 然地形を最大限利用 し た状況が復 元 さ れ る 。
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図 4 1 号古墳測絨図 ( 1 :150) 
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叩き締め 工程 なお、 こ こ で注 意される の は、 墳裾削り出し 工 程の 後盛土 工程にい たる 前に、 盛土下 部の黒褐

色土 層が極 めて 堅 〈 叩 き締 められて いる 点 である 。 同府 が自然地形削り出し部には存 在し ない ことと、 下部の地

山層にほ ぼ 対 応 して堆積して いる ことから、 旧表土 であった可能性は高〈 考 え られ、 地 形削 り出し 工程によ りほ

ぽ墳形が 確定した段階で、 墳頂部を中心 に叩 き締 め工程が存 在 し たことを示 して いる 。 叩 き締 め工程は、 い わゆ

る 版 築と通 じる もの があり、 盛 土に際 して基盤 面を安定させ る こ とを目 的としたエ法 とい え る 。 同様に旧 表 土 面

を盛 土の基盤 とし て 叩 き締 める 工程は、 2号古 墳において も確認されて い る 。

墳丘形態と規模 墳丘束 • 南側 が崩落崖 である ため、 墳丘の 平面形は一見 し たとこ ろ方 形にもみえ る が、 墳裾

北西 は明らかに円 を意識し て削 り出されて おり、 径18m 前後の円 墳として把握される 。 墳裾北 から測る 墳頂まで

の 高さは1 . 3m 、 培 裾東の礫群 からは約2 m となり、 頂部から流失 し た盛 土高を考慮 し て も、 墳丘の 高さは2 m 前

後と考え られる 。

(3) 埋葬施設

石室並列状態 （図 5 ) 1号古 坑は墳頂部に 埋葬施設とし て 3 石室を並列 設沼 して い る 。 中央 を1号石室、 北側

を2号石室、 南側を3号石室とす る 。 さらに 、 3 号石室の西 に接し て もう一つの 石室があっ たとされて いる 。 浅

い位醤 に構 築されて いたためは とんど破壊 されて おり、 昭和30年の 調査時点 ではその構造は不 明とされ、 今回の

調査でも側堡の一 部を確認し たにとど まる 。 3 石室の並列状況 は、 ほ ぼ 墳 頂中央 部に主軸 を東西 方向 にむ けて 1

号石室が設謹 され、 2 . 5mの 間隔 をもって 2 · 3号石室が併晋 される 。 3号石室は1号石室とほぼ平 行して い る

が、 2号石室は主軸 方 位 がややず れをみせ、 東側に偏 った位遣 にある 。 石室掘り方の レ ペ ル は、 1号石室が一番

深 い位置にあり、 3号石室がそ れよ りも10cmほ ど浅 〈 、 2号石室は50cm浅い位臨 にある 。

3 石室構築順序 1号石室が墳丘中央 部に設臨 され、 主 たる 埋葬施設とし て位置 付けられる こ とは異論の ない

ところ と思 われる が、 3 石室の 構 築順序 に関 し て は墳丘土府 序の検討 を通 し て 明確に前後関係を把握する ことは

できなかった。 ただし 、 石呈 方 位 と位逍の ず れや規模の 小 ささから、 2号石室が1 · 3号石室とは異質の立場 に

ある こ とは指摘 される 。 また、 石室構造 にみられる 各種の相違点 から、 3 石室が同 時に 構 築された状 況 は想定し

がたい。 特 に墓猥 掘り方に箔目 す る と、 1号石室掘り方 が一 番 深 い位置 にある にもかかわらず、 同じ規模をもつ

3号石室の 掘り方 に 〈 らぺて小規模である 点 は注 意される 。 1号石室の構 築が墳丘盛 土と同時に実施されたと仮

定す る と、 石室構 築に ともなう 大 きな掘り方 は必 要とはならない。 3 号石室の 掘り方 が1号石室の そ れよ りもか

なり大 き〈 設定されて い る ことは、 盛 土が完了した後に石室構 築の ため掘削 を行ったことを示す もの ともい え る 。

以上の 所見から、 1号一 3 号ー 2号とい う順 の時間的構 築関係 を想定して おきたい。

石室構造 そ れぞ れの構造の詳細 について は後述する が、 埋葬施設としての 3 石室の構造上の 特色につ いて ま

とめて お〈 。 なお、 こ の種の 石棺的構造 をとる 古 墳埋葬施設につ いて は、 系誇 的な理解 も呼称の 方法もまちまち

であり、 その位沼 付けには恨重 な論議が必 要と思 われる 。 規模、 形態、 機能といっ たいく つ かの側 面から、 石室

と理解 される 一 方 では石棺 と判 断される 場 合もありう る 。 本稿 で は 「 石棺 形式の 石室」とい う 観点 から石室とい

う 呼び 方 を採用し て お〈 。

1号石室は、 い わゆ る 合掌 形ある いは合邸形 石室と呼ば れて い る もの で、 箱式 石棺状の壁体 に屋根 形の天井 部

を組 みあわせ た構造 となる 。 石室内 部は、 壁体の内法 で長 さ1 . 8m 、 幅0 . 7m 、 壁 高が0 . 4m と低 いものの 、 床 面か

ら天井 部までの 高さは1 m を測 る 。 合鈷 形の天 井 部分も、 壁 としての機能を担っ て いる ことは否定されない。 3

号石室は箱 式 石 棺 形態 であり、 石室内 部の内法 は長 さ2 . 0m 、 幅0 .8m 、 高さ0.8mの規模を有する 。 2号石室も箱

式 石棺 形態 であり、 石室内 部の内法は長 さ1 . 75m 、 幅0 . 5m 、 床 面から天井 部までの 高さ0.4mの規模を有 す る 。
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1 号 石室が合掌形 石室構造 をとる 点は異質で あ る が、 3 石室とも に 石 材を墓猥内に据えつけて壁体とし て い る こ

と、 石 材には板状の節理 を も つ凝灰岩が選択 さ れて い る こと、 ま た最終的に 石室天井部を板状の小礫で骰 う 工程

が存在 し た ら し い こ と な ど 、 石室構築の技術面 では共通する要素が多い。 特に 、 壁体が板状の 石 材を 組合わせた

箱 式 石 棺の形態を呈する ことは 大 き な共通項とい え そ う であ り 、 石棺形式の石室とし て認識 し た 根拠とな っ て い

る 。

3 石室の規模を比較する と 、 石室内部の高 さ に 著 し い較差を認め る こ と がで き る 。 2 号 石室は相対に小規模で

あ る が、 特に高 さ では 、 1 · 3 号 石室が高 さ 1 mの 内法 を 測 る の に 対 し て 、 2 号 石室は その½以下の高さ を も つ

に過ぎない。 この 石室内の高 さ の違いに注目 し 次の可能性を指摘 し てお き た い。 石室高が40cmの 2 号 石室の場合、

遣骸安羅の後 に天井部を架設す る 工程が想定さ れ、 天井部が閉塞施設 と し ての機能を有する 。 石室高が l mの 1 .

3 号 石室に関 し ては 、 天井部架設に よ り 石室の閉塞が完 了 す る 構造 に し て は必要以上の高さ が設定さ れて お り 、

石室天井部架設の後遣骸を安遣 し 石室を閉塞す るとい う 工程が想定さ れ る 。 遺 骸搬入の視点か ら すれば、 このエ

程か ら横口式の石 室構造が想起 さ れ る 。 ま た 、 石室閉塞の最終工程が壁小口 部分と判 断 さ れ る こ と も 重要な論拠

と な る 。 3 号 石室の壁体 遺 存状況を み る と 、 小口 部分が側壁部分に 〈 らぺて高 さ を 滅 じ て お り 、 ほぽ同 じ 高 さ に

壁体を構築し天井部を架設 し て い る 2 号 石室とは構築意図の違い を み る ことがで き る 。 3 号 石室の天井部が最終

的な閉塞施設であ っ た場合には 、 壁体は 同 じ 高 さ に構 築 さ れて し か る べ き であ ろ う 。 さ ら に 、 1 号 石室での最終

的閉塞部分が壁体小口部分であ る こ と は閉塞施設の 遺 存か ら 明 ら かで あ る 。 石室の閉塞が壁体小口部分に あ る 点

の み を 取 り 上げて 、 遺 骸埋葬通路と し ての 横 口 式 石室構造 を連想す る こ と は短終で あ る が、 少な く と も竪穴式 石

室あ る い は 石 棺的要素が色濃い 2 号 石室の よ う に 、 天井部を蓋とし て埋葬施設 を 閉塞 し た構造とは異質な 石室構

造として理解すべ き であ ろ う 。

〔 1 号石室〕 （図 6 -8 )  

石室の遺存状態 調査党手前の状態は 、 石室西 側の小口部分が開 口 し てお り 、 石室上部の表 土層は わずか15cm

の阻さ を 測 る のみ であ っ た。 石室内 に は 土石 が流入し 、 掘 り 方底面 よ り 20-30cmの高さ ま で堆校が進行 し て い た 。

過去に行われた発掘調査の痕跡はほとん ど認 め ら れず 、 調査後丁寧に埋め 戻 さ れ た ことを 示 し て い る 。 その時点

で も 、 既に盗掘 さ れ 西 側の小口部が開 口 した状態に あ っ た と さ れ 、 同部分はか な り 改変 さ れ て い る こ と が予想さ

れる 。 ま た 、 同調査の際に 、 天井部のほぽ全域が露呈 さ れた た め 、 上部を覆っ て い た と さ れ る 板状の小礫はかな

り 移 動 し て い る ら し い 。

石室内部の状態 主軸方 位 を N - 89° - E にとる 石 棺形式の 石室で、 天井部が屋根形 を 呈 し た合掌形 石室として

把握される 。 過去の調査に お け る 床面の状態は不明であ る が、 特別な施設は認められず 、 硲猥掘 り 方底面 に若干

の盛土を施 し て 平坦な床面 を構築 し た も の であ ろ う 。 天井部を形成する 屋根形の板 石 が壁体の外側に立て掛けら

れた状態であ る た め 、 石室内部では 石 棺状の壁体上端がすべて 露 出し 、 石室内 に 石 棺が設け ら れた よ う な二重構

造を呈す る形とな る 。 石棺状壁体の平面形は 、 最大長1.8m 、 最大幅0.75m を 測 る 長方形で、 長軸中央部が土圧に

よ り やや 内傾 し て い る 。 天井部の裔 さ は袋猥掘 り 方底面か ら最大l. lm を 測 り 、 推定さ れ る 床面 か ら の壁麻は l m

前 後 で あ る 。

石室の構築工程 構築材とし ては流紋岩質凝灰岩が選択され、 壁体及び天井部には厚さ10-20cmに板状剥離し

た 石 材を組合わせて も ち い る 。 こ れ ら の 石 材は地附山山頂付近に露頭が存在 し て お り 、 比較的容易に入手でき た

も のと考え ら れ る 。 部分的に加工を 施 し 利 用 し た可能性は考え ら れ る が、 その痕跡は明 ら か で な い。 石室構築に

あ た っ て は、 ま ず砥猥が設定 さ れ その底面 に 壁体 を 据 え つ け る工程を 第 1 段階と考 え る 。 蒻猥は 東 西 3 .0sm 、 南

- 17 -



函.2m

゜ l m  

図 6 l 号古瑣 1 号石室実測図① ( 1  : 40) 

北1.45mの楕円形を呈し、 壁 体 を据えつけるための 2 段 の掘り込みがみ られる。 壁体に用い ている主な石材は、

南北側壁 2 枚、 東西小口壁 1 枚ずつであるが、 南側壁の一部 は 2 · 3 の石材を補充し不足分を補い 、 壁高は硲猥

掘り方底面か ら ほぼ50cmの高 さに仕上げられている。 次の工程とし て天井部が架設 さ れる 。 長 さ 2 m 、 幅0.8m前

後の大 き な 2 枚の板石を屋根形に立て掛け、 その基部は石棺状壁体 の外縁に接する形で、 墓堀内に据 え つ け ら れ

ている。 天井石の甚部には裏詰め等の石材がみ ら れず 、 不安定な感を受けるが、 砒猥の掘り方を階段状 に し て甚

部の受部が形 成 さ れているため 、 天井部は安定した状態を保っている.. 1 i'il小口部分に対しては 、 数枚の石材を

- 18-
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図 7 1 号古墳 l 号石室実測図② ( l  : 40) 

もっ て閉塞 した状態が東側 に 遺存する 。 西側部分の閉 塞 状況 は破壊を受けてい る ため不 明であ る 。 この閉塞施設

が天井部 を架 設す る 一環の作業工程として位置 付けられ る のか、 そ れ とも遺骸安沼 の後墓城に覆 土す る 際 に小口

部分のみを密封 したものか 、 判断する根拠はな い。 な お、 過去の発掘調査の所見として、 石室 上面に は東西 3 m、

南北1.7mの楕円形に板石 が葺 上げ られ ていた と い う 。 石呈 を埋 設す る 最 終工程に 、 墓猥 全 体を板石 の重ね積みに

より覆 う作業が存在 した模様であ る 。 石呈束小口 部分上面にみら れ る 集石 が、 そ の石材の一 部であ っ たこ とが推

定される が、 原 状をとど める ものではな 〈 埋 め戻 しの際に 移動 され た状態を呈する 。
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図 8 1 号古坑 1 号石室実測図③ ( 1  : 40) 

〔 2 号石室〕 （図9 · 10)

石室の遺存状況 調査箔手 前の状態は、 石室西側 部分が開口 し内 部に土石 が流 入した状態にあり、 外 さ れた天

井 石 が開 口 部分に接し て存在 し てい た。 過去の発掘調査時点で唯一盗 掘を 受けていな か っ た石室 であり 、 天 井 部

には3 枚 の板 石 を架 設していたと報告 されている。 今回の調査では天 井 部に2 枚 の石材が 確認されたか 、 旧来の

状態を 保 つ可能性は薄 く 、 埋め戻す 際 に付け替 え られたものと判 断す る。 石室上部にはか な りの紺 の小礫 が散 在

し て みられ るが、 これも埋め戻 しの際 に移動 し てい るものと推定される。

石室内 部の規模 主軸 方 位 を N -7 2' - E にとる石棺形式 の石室 である。 過去の調査における床 面の状態は不 明
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図 9 l 号古がt2 号石室実測図① ( 1 : 40) 

で あ る が、 今回の所見では 、 壁体よ り さ ら に深い位置に ま で掘 り 方が及ぴ船底 状の底面 を 呈 し て い た 。 た だ し 、

この掘 り 方が旧来のものであるのか過去の調査 に よ り 形成 さ れた ものであるのか判 断 は で き な い。 壁体の平面形

は 、 殴大長1.8m 、 最大幅0.5m を 測 る 長方形であ り 、 壁体高は最大0.45 m を 測 る 。 他の石 室と比較す るとやや狭

長で 石 室の高 さ は か な り 低平とい え る 。 推定 さ れ る 床面 か らの壁高は最大限見積 も っ て も40cm で あ る 。

石室の構築工程 構築材は流紋岩質凝灰岩であ り 、 厚 さ 10-20cmの石 材が選択さ れて い る 。 壁体に用 い ら れて

い る 石材は 、 他 と 比較 し た場合小振 り であ り 、 板 状とい う よ り も 扁 平 な棒状 と 評 し たほ う が良 い か も し れ な い 。

蒻猥は東西2.3m 、 南 北 1 .15mの楕円形であ り 、 掘 り 込みが浅 〈 小規模な もので あ る 。 壁体の据えつけは 1号石室

と類似 し 、 上端部が高 さ40cm前後 に な る よ う に箱形に組合わせ ら れ て い る 。 南側壁では 一部 が 2 - 3 段の横積み

に な っ て い る 。 天井部は旧態 を と ど め て は い な い が、 壁体を構築 し た 後 に天井 石 を架設 し て 石 室が閉塞さ れ て お

り 、 過去の調査では長 さ 1 . 1m前後 、 幅0.6-0.9cmの 3 枚の石 材に よ り 閉塞 さ れ て い た こ と を 報告 し て い る 。 ま

た 、 石 室の上面 には 東西 3 m 、 南北1.6mの範囲で板石がニ ・ 三重に葺上げら れ て い た と さ れる 。
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図10 1 号古坑 2 号石室実測図② ( l  : 40) 
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図11 1号古墳 3 号石室実 測図① (1 : 40) 

〔 3 号石室〕 （因11 -13)

石室の遺存状況 調査筍手前の状態 は、 石室両端の小 口 部分が開 口 し、 天井 石 が半ば 露出し た状態 であ っ た。

内 部には土石 が流 入し、 掘り方底 面より 20-30cm の高 さまで堆積が進 行していた。 過去の調査時点でも 既に石室

が開口 し た状態 であ っ たと報告され ているが、 その位既 は不 明であ る。 恐 ら く は、 当初 より 東西 の両小口 部分 が

開 口 していたものと推定 され る。 天井 石 は2 枚 遺 存 し ており 、 旧来の状態 を保つも のと判 断され るが、 そ の上 部

を 殺 っていたとされ る板 石 については、 埋 め戻 し にともなう移動 され た位置 を示す ものが多 いと予 想 され る。 石
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図12 1 号古坑 3 号石室実測図② ( 1  : 40) 

室 自体は2次的に傾 き崩壊 の前段階を示 していることが観察 され る。 北側壁 が大 きく 傾 き、 墓猥 掘り 方 と 比較 し

て基部 で10cm も のず れ を 生じて いるほか、 南側壁 の上端部 石材は天井 石 の荷重 により 破砕 され て い るものが多 い。

こ の原 因 として 、 墳丘南側斜面の盛土崩落 が進 行するにとも ない 石室 上部 の荷重 に不均衡が生じた点 が璽視され

るが、 石室 自体の構造 にも不安定な要素 は認 めら れ よう。 特 に、 1 mに近 い石室高 を考 え ると 、 天井部を支 え る
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図13 1 号古瑣3 号石室実測図③ ( 1  : 40) 

壁体の構造に無理があ る こ と は否めない。 ま た 、 合掌形の天井構造を も つ 1 号石室 と比較し た場合、 箱形が構造

的に不安定であ る こ と は明 ら かである 。

石室内部の規模 主軸方位 を N -86° - E に と る石棺形式の石室である 。 過去の調査 に お け る床面の状態は不明

であ る が、 特に施設を設けず 、 墓猥掘り 方底面に若千の盛土を施 し て平坦な床面を構築 し た も のであ ろ う 。 壁体

の平面形は 、 最大長2.05m 、 最大幅0.85m を 測 り 、 天井部の高 さ は墓壊掘 り 方底面から最大1.05m を 測 り 、 推定

さ れる床面か ら の壁高は80cm前後で あ る 。

石室の構築工程 構築材は流紋岩質凝灰岩であ り 、 厚 さ 10-20cmの板状石材が用 い ら れ て い る 。 天井部の石材

は 、 壁体のそれに比較 し て匝手である 。 墓城は東西2.95m 、 南北1.85mの長方形 を 呈 し 、 壁体の平面規模 と 比較

し て か な り 大 き めで あ る 。 壁体は 、 北側壁に最大長2.6m 、 最大幅I . Imの巨大な板石 を 用 い な が ら 、 南側壁は 、
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2 枚の板 石 を 甚 石 と し て そ の上部に棒状の 石 材 を横積み に し た構築方法 を と る 。 側壁高は酪猥掘 り 方底面か ら 1

m前後に設定 さ れ た も の と 考 え ら れ る が、 北側壁は大き 〈 傾 き 亀裂が入 り 、 南側壁の上部 石 材は破砕 し て 一部の

も の は崩落 し て お り 、 か な り 変形を受けてい る こ と が観察さ れ る 。 ま た 、 小口部分に は そ れぞれ1 枚の板 石 が用

い ら れて い る が、 その壁高は側壁に比較 し て低平であ り 、 石 材 自体が60cmの高 さ し か な い。 側壁部分とは 高 さ で

40cmの較差を も ち 、 天井部 を 支 え る 構造 と は な っ て い な い。 天井部に は 3 枚の 板 石 を架設 し て い た も の と 想像 さ

れ る 。 調査時に 遺 存 し て い た 石 材は 2 枚であ り 、 大形の 1 枚に よ っ て 石室の半分が毅われて い る 。 天井部の架設

後 に 、 空隙とな っ た小口部分が閉塞 さ れ 石室全体が覆土さ れ た と 考 え ら れる が、 閉塞施設は原形 をとどめず破壊

さ れ て い る ため、 その構造は不明である 。 小 口 部分の閉塞が、 状況と し て 天井部架設後に行われている ことは理

解で き る が、 閉塞前の空隙が遺 骸の搬入口とし て 利用 さ れた か ど う か 、 判 断す る 根拠はない。 な お 、 過去の発掘

調査の所見として 、 石室上面には東 西 3.4m 、 南北2.0mの楕円形の範囲で二三重に 石 材が荘上げ ら れ て い た こと

が報告 さ れ て い る 。 石室上部に散乱 し た 状態の 石 材がそ の痕跡を 示 し て お り 、 その う ち側壁に接 し て み ら れ る 大

き めの板 石 に つ い て は 旧来の 位醤を保つ も の と 判 断 さ れ る 。

その他 今回の調査 に よ り 出土した 遺物は な い。 ま た 、 過去の調査でも 遺物の 出土は報告 さ れて い ない。 なお 、

石室西側に接 し て 、 2 枚の 板 石 が縦列に存在 し て い る 。 米山氏に よ り 「 墳丘西 南裾の 石室」 と 報告 さ れた側壁の

一部であ る が、 石室と し て の積極的根拠を得る に は至 っ て い な い。 墳丘盛 土内 に人為的に 埋め込 ま れ た 状態 に あ

り 、 崩 落 し た 石 材で は な い ことだけが確 認 さ れ た 。

ー

図14 1 号古坑出土埴輪拓彩 ( 1 : 2 ) 

(4) 出土迫物

過去の発掘調査で、 2号石室か ら 長 さ 85cmの刀身が出 土し て い る 。 北壁東寄 り 沿い に 位置 し 、 茎 を 東に向けた

状態であ っ た と さ れ る 。 今回の調査では 石室内 か ら の 遣物出土は認め ら れな か っ た 。 墳丘に お い て も 明確に遺物

の 出土状況を確認 し て は い な い が、 墳丘東裾から 若干の埴輪破片 を 採取 し た。 出 土土陪は上部か らの崩落 土層中

であ り 、 墳頂部に埴綸の樹立があ っ た可能性を示唆 し て い る 。

出 土し た 埴 輪破片は総数は20点であ る が、 い ず れ も 小破片である 。 部 位 を特定で き る 3 点のみ図示 し た( I翌114)。

口縁部破片 、 底部破片 、 凸帯部分であ り 、
一部に黒斑が認め ら れ る 。 1 · 2 は赤色塗彩 さ れ て い る 。 1 にハ ケ メ

の痕跡が認め ら れ る が、 いずれの個体に も ナデが多 用 さ れ て い る 。
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2 号 古 墳

( 1 ) 立 地 （ 図15)

2 号古 墳は 1 号 古墳の西 方約60mの地点に 位謹する 。 地附山山頂 か ら 東南斜面に滑 り 落 ち た土塊は 、 1 号古 墳

の位置す る テ ラ ス 状地形か ら さ ら に 西 南方向へと伸びる段階 状のテ ラ ス部 を形成 し て い る 。 この段階 状に取 り 残

さ れた形のテ ラ ス部は 、 山頂へと向 か う 斜面際に滑落時の断層部 分 を 谷 状の凹地として残すため 、 斜面 にへばり

付 く よ う な形の変則的な尾根状地形 を 呈 し て い る 。 2 号古 墳は この尾根 状地形の中程を利用 し て構 築 さ れ、 山頂

の前方後円 墳か ら は 最 も 至近の南直下 に 位置 す る ことに な る 。 調査前の墳丘の状況は 、 尾根状地形 を 削 り 出 し て

墳裾と し て い る 状態が比較的明瞭に観察され、 北東部分に は削 り 残 さ れた土橋状の痕跡 も 認め ら れ た 。 項頂部は

広い平坦面とな り 、 標高は677 .8 m を 測 り 墳裾との比高は 1 m前 後と低平 な外観を 呈 し て い た 。 項頂 西 側に凝灰岩

板石が1 枚が表土か ら 浮 き 上が っ た 状態で存在 し て お り 、 埋葬施設 と し て石 室 を 想定すべきと思 わ れ た が、 他に

石材の露出が認められず 、 埋葬施設の位沼 と 構造は特定で き な い 状況であ っ た 。 以上のよ う に 、 墳丘の外観から

は 1 号古墳と様相を異にする点が多 〈 観察 さ れ た 。 ま た 、 径 1 m程度の凹みが 墳丘のい た る と こ ろ に認め ら れ、

墳丘 自体が著 し 〈 攪乱 さ れ て い る可能性 も 予想さ れるとこ ろ であ っ た 。 この凹 み に つ い て は 、 松の木を移植する

際の 「根回 し 」 の痕跡である ことが判 明 し て い る 。

(2) 規模 • 構造 （図16)

墳丘土層 2 号古 墳は尾根状地形の頂部 を利用 し 、 旧 表土面の削 り 出 しと盛土 に よ り 構築 さ れ て い る 。 墳丘土

府は大き 〈 次のよ う に分類さ れ る 。

表土屑 墳丘上部 を 裂 う 腐葉土及び松移植に と も な い攪乱を受けた軟弱な土層 。

盛土屑 墳丘構築に際し ての盛土で、 地山に由来す る灰褐色土 と 1日表土 層と考 え ら れ る 灰黒色土が混合 さ れ 、

部分的に礫を含み な が ら 縞 状の互府 を呈する 。 最下部には 旧表土 層が10cm未満の厚 さ で堅 〈 突 き 固め ら

れ平坦な府を形成する 。

地山屑 1日表土 層以下の自然堆積土層で 、 上部は灰褐色粘質土、 下部は ど凝灰岩小礫を 含 み し だ い に礫府へと

移行する 。

崩落土層 墳裾に堆枝 し た盛土崩落陪で、 小礫を包含する が比較的均質な灰褐色粘質土が中心 と な っ て い る 。

南 西裾では最大60cmの堆積 をみせる 。

削 り 出 し工程 墳丘裾はほぼ全域が地山層を 削 り 出 し て形 成 さ れ て い る 。 北 束裾部分は尾根状地形の頂部が幅

4 mの土橋状に削 り 残 さ れ 、 その西 側では 墳裾が周堀状に削 り 出 さ れ て い る 。 そのほかの墳裾は幅1.5m前後の平

坦面を呈 し テ ラ ス 状で あ る 。 削 り 出 しの深 さ は最新で も 1 m を 越 え な い ものと考え ら れ る が、 墳丘の高 さの約½

がこの工程に よ り 形 成 さ れ、 平面形 も ほぼ完成する 。

盛土 ・ 叩 き 締め工程 遺存 し て い る 盛 土 層の高 さ は最大でも50cm程度であ り 、 墳頂部のみ に存在する 。 地山 層

の削 り 出 し部分から 墳丘の傾斜は約30度の勾 配 と 推定 さ れ る た め 、 盛土府の大部分は流失 し て い る ことが予想 さ

れ る 。 ま た 、 埋葬施設が失 わ れ て い る ことと、 墳丘上に松の移植に伴 う 根回 しの痕跡が甚 だ し く 多 い こ と か ら 、

墳頂部が人為的に削平 さ れ て い る 可能性 も 考 え ら れる 。 盛土に 際 し て は 、 1 号古 墳と同様に旧表土府に由来する

黒色土 を 叩 き 締め て 基盤とし て い る 点が確認 さ れ る 。 黒 色 土 層は 、 厚 さ が10cm未満 と 薄 い 層を なすが、 南 西 方向

に約 5 度の伏角 を も ち な が ら も 平坦面 を 呈 し 、 極めて堅緻で あ り 容易に掘削 で き ぬ ほ どの硬 さ を も つ。 この層を

基盤 と し て上部に厚さ10cm程度ずつ盛土を積み重ね、 同様に 叩 き 締め な が ら 順次盛土を進行させて い る ら し い。
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図15 2 号古瑣測拭図一掘削前の瑣丘一 ( 1 : 150) 

こ の よ う な版築的な盛土手法は本古墳群中では他に例をみない。 また、 墳頂部盛土最下部より、 土師器小形壺底

部1 点を検出した。 他に遺物の伴出が認め ら れ ず、 混入遺物であるのか意識的に埋め込まれた も の であるのか、

判断 する根拠はない。

墳丘形態 と 規模 墳丘の平面形は円形を強〈意識しており、 項裾北東部分が土橋状に削り残 さ れる他は1.sm幅

の テ ラ ス部により取 り 囲 まれている。 径は14mを測 り 、 かな り 整った形の円 墳 と いえ そ う である。 墳頂部には埋

葬施設の存在を予想すべき であるが、 その痕跡は墳丘土層 の検討か ら は確認さ れていない。 崩落 によりその痕跡

まで失われる場合 も ありうるが、 やはり人為的な削平により失われたものと理解し て お きたい。 遣存して いる墳

丘の高 さ は 南西裾か ら 1.1m 、 北裾か ら は 1 .3mを 測 り 、 失われた盛土分を考慮 し て2 .Sm前後の墳丘の高さ を推定
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図16 2 号古墳測屈図一掘削後の坑丘一 及び土層断面図 ( l : 150) 
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しておきたい。

2号古墳に類似 した墳丘 形態 は、 今回 未調査で はあ る が6号古 墳に も その痕跡を 認める ことがで きる 。 同 様に

墳裾に 形成さ れ ている テ ラ ス 部の一 部が土橋 状に 削 り 残さ れ ており、 尾根状地形の削 り 出 しに よる 墳丘構 築状態

を 観察 する ことがで きる 。 墳頂 部はテー プル状に平坦 で 埋 葬施 設の露出 はなく 、 過去の発掘の痕跡も認めら れ ず

遺存 状況 は良 好 と思 われ る 。 径 は20m を 超 え 、 現況で の墳丘の高 さ も 2 m 前後 を 測 り 2号古瑣に く ら ぺて大型 と

い え る 。

(3) 墳裾土器埋納坑

墳裾 の盛 土崩落土層を 除去する 過程で、 2 つの土 器埋納坑を 検 出 し た。 い ず れ も 墳裾に接してテ ラ ス 部に 設け

ら れ ており 、 確認面から は20m 前後 と浅 い掘り 込 みを みせ ている 。 埋納坑設沼 の時間については特定する こ とは

で きないが、 い ず れ も 墳丘構 築が完 了した段階以降に 土器を 遺棄 する ために 設けら れ たものと考 え ら れ る 。 それ

ぞれ 埋納形態 を異に し、 埋納状況 • 土器組 成 ・ 土器型式に差を 認める ことがで きる 。 2 つの埋納坑設囲 の時問 関

係につい ては、 あ る 程 度の時間幅 のなかで 理解 する ことが妥当 と思 われる 。 土器型 式 から 述 ぺる と、 北裾出 土の

土師 器高坪 と西裾出 土の土師 器高杯 とで は、 明ら かに後者 から 後 出 的型式要素 を抽出 する こ とが可能であ り 、 北

裾 土器埋納坑を 古 い段階の所産 と認める根拠 となる 。 北裾 埋納坑の設置を 古 墳築造直後 とし、 西裾 土器埋納坑を

古 墳築造後時間 的経 過を 経 た埋葬儀礼に 伴 うも のと理解 する なら ば、 2号古 墳に おける 埋葬儀礼 が複数次に わた

っている 可能性を 導 く こ とがで きる 。 残念ながら 墳頂 部の埋葬施 設が不 明となっ ている が、 1号古墳同 様複数 の

埋葬施 設の存在を 想定する こともまた可能と思 われる 。

ここで、 土器埋納の意義について言 及 しておきたい。 古墳の墳丘に 土器を 遺棄 する 行為は、 被葬者 への供献 と

して理解 さ れ る ことが多 い。 この場合 の 「 供献 」 は、 埋葬施 設内へ の「副葬」 とは別の意識として対 箇 さ れ 、 い

わば 遺物に 与えら れ た儀礼的性格を 表わす用語 として用いら れ る 。 2号古墳に おける 墳裾 への土器の埋納あ る い

は破砕 して埋納する 行為につい ての解釈 は、 出 土遺物に 対 する 評 価 の姿勢に より 違っ た形に なる 可能性も考えられ

る 。 土器を破砕 する 行為が、 土器に 与 え ら れ た使命を 終

結さ せ る 目 的を もつと考 え る なら 、 埋葬に おける あ る 種

の條礼 のなかで 土器が演 じ た役割を 供献 的な性格 のみに

結びつける ことがで きる のだろ うか。 供献俄礼に用いら

れ たしても、 破砕 さ れ 埋納さ れ た時 点で は土器から 供献

的性格 が消滅 していたであ ろ う と推定さ れ 、 厳密に は「 供

献済 土器」 とで も 呼ぶぺきで あ ろ うか。 出 土状況 として

の埋納行為に ついて、 供献儀礼 の復元 を 通 し ての理解 と

とも に 、 また別の視 点から も検討し てい〈 必要性を 認め

る 所以であ る 。 本稿で は出 土状況 が直接的に 供献 行為と

関 連していないとの認識から 、 「供献 土 器 」という用語 は

用いず、 埋納あ る いは破砕 行為を 含 めて遺棄 さ れ た状況

とのみ把握 する に とど める 。

〔北裾土器埋納坑〕 （図17) ゜ l.m 
埋納坑は長径1. 5 m、 短径1.3m の楕 円 形を 呈し 、 高 坪

9 個 体・増 1 個 体が完 形で 埋納さ れ た状態に あ る 。正 位 の
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状態 を保 つものはな〈 、 横 転 し たものがほ とん どで

ある 。 高坪 のいく つか は坪 部と脚 部とが遊離し、
一

部が上に浮 き上がった状態 のものが認めら れ る が、

意識 的に破砕 され た痕跡はない。 出土状態から 、 坑

内 に土器を設置 ある いは投棄 して一気 に土 を覆 った

よう な埋納方法 が想定さ れ よう。 出 土土器が高坪 を

中心とする ことか ら 、 墓 前における 供献儀礼との関

連が想起 さ れ、 使用し た土器類 を一括 遺棄 埋納した

可能性 を指摘 できる 。 ほぼ 完形を保 った状態 で周堀

か ら 土 器類 が検出 さ れ る 事例 はいく つか の古 墳調査

で報告 されて いる 。 地 表面に露出 した状態 で完 形を

保 つこと、 さら に整然 とした 配列を保 ちながら 自然

に埋没する状況 には疑問 があり 、 明確に埋納坑を伴

わないまでも、 土 器を埋没 さ せ る 行為 がそこに介 在

して いる 可能性は、 本例 をもって類推する ことがで

きる 。

（西裾土器埋納坑〕 （図18)

埋納坑 は長さ3.0m、 幅I.Sm前後に墳裾 に沿 って

掘り 込 まれて いる 。 埋納遣物は須 恵 器15個 体、 土師

器30個体前後が確 認さ れる 。 出 土状 況 は、 破砕 され

た破片 が坑内 に2 0cm の厚 さをもって堆積 し、

合 関係 には脈絡 がな〈 土師 器須 恵 器とも混 在したよ

うな状態 にある 。 土師 器は細片 化して 原 形をとどめ

る ものはわず か に高坪脚 部の一 部のみであり 、 土中

での遺 存状況が悪 〈 脆弱 である こともあって 、 完形

に復元 さ れ た個 体はない。 しか し 、 須恵 器において

は坪 1 点を除 いて細片 となって いたものの、

も余す ところなく 接合 可能であり 、 15個 体がほぼ完

形に復元 さ れ た。

その接

l 破片

このこ とか ら 、 土師 器も基本 的に

は完 形となる ぺき破片 群である ことが予 想 さ れ、 完

形土器を意識 的に破砕 し坑内 に遺棄 し た 埋納方法 を

推定する ことができる 。 硬質 の須 恵 器です ら 細 片 化

して いる ことは、 破砕状況 が極 めて 過激 である こと

を物語 って いる 。 土器が完 形のまま埋納さ れて いる

北裾 埋納坑とは対照 的な在り 方 であり 、 両者 におけ

る 土器埋納意識 に較差 をうか がうことができる 。
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(4) 出土遺物

〔北裾土器埋納坑出土の土師器） （図1 9)

高坪 9 個 体 ・ 対 1 個 体が完 形で埋納 された 状態 で検出 された 。 これらの胎 土は比較的砂粒 が目 立つが、 調整は

各々 丁寧 にヘラ磨 きが 施されて い る。 焼 成は軟質、 色 調 は茶色 であり、 これら の4 点に おいて10個 体すべ て同じ

様相 を呈 して いる。

高坪 ( 1 -10)

形態 の違 いか ら 以下 に分類 できる。

a ( 1 -4· 6 -8 )  口 縁 部は坪底 部との稜 が明瞭 であり、 直線 的に外反 する。 脚 部は 、 下 位 にふ く ら みをも

つ短い 筒 部をもち 、 裾部は 大き〈 開 〈 。 口径16-16.Scm、 器 高11cm内外 に収 まり 、 規格性 を 伴う。

b ( 5 )  口 縁 部 は内弯 ぎ みに外反 し、 坪底部 との稜は 不 明瞭 である。 脚 部は筒 状の脚 体部をもつが、 裾部との

境 は不 明瞭 である 。 法最はa の規格に 準ず る。

C ( 9 )  坪 部が内弯 し、 短 い口 縁 部が 「 〈 」 の字 状に 外反す る 。 脚 部は「ハ」 の字状に 大き〈 開 く 。 口径17. 5

cm 、 器 高13.8cm を計 り、 大形である。

d (10) 坪 部に 段 を形成し、 脚 部は 「ハ」 の字状 に大きく 開 〈 。 口径18.7cm 、 器 高13 .0cm を測 り、 大形であ

る。

柑 (11)

ロ 縁 部は、 頸径5.8cm よ りわず か に内 弯 ぎ みに外反 し、 口径8 .2cm を測 る。 胴 部中 位 に最 大径14 . lcm を求 めら れ

る扁球 形を 呈し 、 底 部は丸 く 不安定であ る。

〔西裾土器埋納坑出土の須恵器〕 （図20)

土師器 とともに破砕 された状態 で検 出された 。

蓋坪 (12-1 9)

蓋•坪身 ともに4 個 体ず つ、 ほぽ 完形品 となる。 蓋 の口 径 はll-12cm前 後を測り 、 器 高はす ぺて4 .6cm という同

じ 値 を示 し、 法醤について一定 の規格性がうか がえ る。 形態は 、 口縁端部では、 丸 〈 仕 上げ られた12、 凹 面を も

つ13 · 1 5 、 凹 みが明瞭 な稜 をもち段 状に なる14 があ る。 天井 部と口 縁 部を 界す る 稜 は短 〈 、 鋭 いが、 12 は比較 的

丸 〈 仕 上げら れている。 天井部の回転ヘラ削 りによ る調整は、 13-1 5 は½ ほ ど施されるのみで雑 な感 を与え るが、

1 2 は稜に近い％ ぐ ら いまでに及ぴ、 他 の3 点に比ぺ、 丁寧 な仕 上がりである。 いず れも器裔 は甜 めで、 天井部は

丸 い。 内面は回転ナデ調整が施 されており 、 12 は中心部に仕 上げナ デ 痕 がみられる。 胎土 は比較的粗〈 、 特 に 1 4

は粒 子の大きい砂粒 の混 入が目 立ち、 他 とは 異 なる。 焼 成は軟質 であり 、 精緻 な製品 とはいえ ない。

坪身 の口 縁 部は器 高の％前 後の高い立 ち 上がりで、 す べて内傾す る。 また端部もす ぺて明瞭 な段 を有す る。 受

部は水平に長〈 伸ぴ端部が丸 い18 と、 立 ち 上がりとの境 に凹 みをつく り、 長〈 、 水平あるいは上 方 に伸ぴ、 やや

丸 みをおぴた16· 17· 19がある。 底 部外面の回転ヘラ削 り調整は 、 いずれ も½ 以下 と少 なく 、 底 部はやや丸 い。

内 面 は回転ナデに よる調整が行わ れて いる。 また 16 · 18 は内面 の中心部に、 仕上げナデ 痕 がみられる。 法 批につ

い て は口 径 が10cm内外、 器 高5 cm内 外を 測 り、 大差 がない。 胎 土・ 焼 成は蓋 と同 様である。 16 は底 部外 面に 「X 」

印 の明瞭 なヘラ 記号が観察 される 。

蓋 と坪 身 のセ ッ ト 関係について 一 目 瞭 然 の個 体はなく 、 し いて あげ るとすると、 同 じ傾向 をもつ胎 土と焼 成の

1 5 が19 の蓋 として 使用された と予想 される。 他 はそれぞ れに 異 なり 外 観 から は一致 をみない。

- 32 -



／

／

 

•

一

8
 

10 

11 
0 10cm 

図19 2 号古憤北裾土器埋納坑出土土器実測図 ( 1 : 3 )  
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図20 2 号古墳西裾土器埋納坑出土土器実測図① ( 1  : 3 )  

迎 (20·21)

2 個 体 出土 した 。 2 0 の口 頸 部は細 い基部から大き〈 外反 し、 口 頸 部のほぼ½ に 鋭 い稜 線 を作り 、 さらに 外反 す

る。 端部は微 かな凹面 をもち内傾す る。 口 緑 部 ・ 頸 部ともに 細 かな波状文力� される。 また 、 最 大径 をもつ胴 部

に は一条の沈線 の下に刺突文力憎iされている。 その胴 部文 様体に は上外 方 から下内 方に傾斜す る1 個 の円 形の孔

が穿孔 されている。 21 は口 縁 部が最大径 をもち基部は太 い。 口 頸 部の文 様体につい ては、 施文 工具 が20よ り さら

に細 かく なる。 胴 部に は上 下の沈線に囲 まれて刺突文 の文 様帯 を有 す。 ともに底 部は丸 い。 焼 成は20 のは うが堅

緻 であり、 成形も丁寧 な印象をう ける。

高坪 (22-26)

有蓋小形瓶坪 5 個体 が、 欠損 部分はあるもののほぼ完形に復元 でき、 その全体 の形態 をうかがい知ることがで
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き る 。

法砿か ら観察する と、 口 径 が1 0 -10. Scm、 器高が9 cm内外か ら9 . 5cm、 底 径 が25 が9.6cm を 測 る ものの、 他 は9

cm内外 と各々 に大差 はない。 形態につ いて は、 口 縁 部はすぺ て 内 傾 し、 端部に明瞭 な段 を 有 す。 受 部は上外方 に

のぴ、 端部はやや丸い。 体部の回転ヘラ削 りも％ 程度 と少 な〈 、 坪 部の形態は、 蓋坪 の坪 身 の形態と近似 する 。

また、 径 高指数 （＝ 器高十 口径X lOO) を 求 めて比較 する と、 高坪坪 部は40-46 (平均値42) 、 坪 身 は46-53 (平均値

4 9) の値 を 示 す。 この数値 か ら 判 断する と、 高坪坪 部のほ うがやや扁平 といえ る 。 脚 部は短 〈 ゆ る やか に「ハ」 の

字状に外反 し、 端部付近 は屈曲 して 、 丸 い稜 を 形成 する 。 脚 体部には、 不均整な3 方向 に長方 形の透か しが刻 ま

れて いる 。 また、 不 明瞭 なカ キ 目 調整が施されて いる 。 杯 部内 面、 脚 部内 面ともに、 比較 的丁寧 に回転ナデ調整

が行 われて いる 。 焼成 は軟質 である 。

〔西裾土器埋納坑出土の土師器〕 （図21 · 22)

須恵器と共 に細か 〈 砕けて出 土し た。 遣存 状態は最悪 であり 、 器面は摩耗 ． 剥離が著しい。

高坪 (27-63)

出土した土師 器片 のうち 、 高坪 の占 める 割合は最 も大き いが、 全 形が明らか な個 体はほ とんど ない。

坪 部27 · 28 は、 口 径 が27 -14 . 5cm · 28 - 14.2cm と差 はないが、 形態的には異 なる 。 2 個 体は坪底 部と口 縁 部か

ら なる 2 段成 形であり、 27 の口 緑 部は明瞭 な稜か ら内 弯 ぎ みに外反 する 一般 的な形態を 呈して いる 。 28 は短 い口

縁 部を もち 、 坪 部は浅 く なる 。 調整は27 が外 面が一定 なタ テ方向 のヘラ磨 き が、 内 面は口緑 部がタ テ方向 のヘ ラ

磨き 、 坪底 部はハケ 調整痕を 残すほ ど のか る いヘ ラ 磨 き が、 各々 なされて いる 。 28 は内外面とも一定 の念入りさ

でヨ コ 方 向 にヘラ 磨 き され る 。 2 9 -31 は坪底 部である 。 29 · 30 は脚 部との接合部にむ か って31 よりもややき つく

傾斜 する 。 いずれ にも筒 状の脚 部が接合され る と予想 され る 。 31 は脚 部接合部にホ ゾ 状突起を 残して いる 。

脚 部 次の2 種 類 に分類 でき る 。

A 筒 部と裾部の2 段成 形となる 。 (32-42) 

B 筒 部を もた ない。 (43-55) 

A はすぺて 裾部を 欠損 して おり、 筒 部のみ実測 可能である 。 法旦 は長 さ6 cm内外、 坪 部との接合部径2.5cm内

外、 裾部との接合部径4.3cm内外 の範囲におさまる 。 調整は、 外 面 はハ ケ 調整 後、 タ テ方向 にヘ ラ 磨 き されて い

る 。 内 面はヨ コ 方向 に丁寧 にナ デ られて いる が、 しぽり痕を 残すもの (39·42) もある 。 また、 摩耗 ・ 剥離が著 し

〈 、 接合関係 は明らか でないが、 32 · 33、 34 · 35、 36 · 37、 38 · 39 は同一個 体の可能性が考 え られ る 。 坪底 部の

32 · 34· 36 · 38 の内 面には、 ヘ ラ 磨 き がなされて いる が、 ハ ケ 調整 痕 が明瞭 に残る 。

B はA のような筒 部を もた ず 、 坪 部との接合部か ら「ハ 」 の字状に大 き く 開 〈 形態を 呈する が、 45-54は筒 部

を少 し意識した か のように、 途 中 の裾付近 で一旦屈曲 し、 さらに大き 〈 裾が開 いて いる 。
一般 的に接合部が太 〈

て 長 さが短 〈 ずん ぐ り とし て いる が、 53 は接合部が細 〈 、 長 さも長 〈 、 外 観 がA に似て いる 。 55 は明瞭 な屈 曲 部

を もた ず に接合部か ら一気 に裾へと開 いて いる 。 53 の形態はA よ り も後出 的であり、 A の変 化したものである と

考 え たい。 調整方法は、 摩耗 のため外面は不鮮 明な個 体が多 いが、 45 · 50 · 53 は比較 的遺存 状態が良 く 、 タ テ 方

向 に念 入りにヘ ラ 磨 き がなされて いる 。 内 面は粘 土紐 痕 が少 し残る ものの、 全般 に丁寧 にナデ 調整されて いる 。

54は外面はハケ 調整、 内 面は簡単 なナ デ 調 整 で粘土紐巻 き 上 げ痕 が顕 著 である 。 胎 土も他 と異 なり、 か なり砂粒

が混 入して祖 〈 祖雑 な個 体である 。 44· 45 は同一個 体の可能性が考 え られ る 。

内黒の坪部 を も つ高坪 (56 -60·63)

5 個 体が出 土した が、 図上復元できた63以外 はいず れ も全 形が明らか ではない。 56 · 57 は同一個 体の可能性が

- 35 -



�. d □□□ 
• 2S � 二三

37 

ミゴ ••三.· I 、. I i\  / い＇ ｀、i. い“
‘
‘

' ,<、> - 39 - -- - - .� -- -- - , 
1 
I ., 

30 

＼書 □3J 

J P〗 ） �\ J I'\ 
＼ 戸 46 47 48 

',、 43

��d 
） ロ ニ� ,) 〗1

45 ) 口
10cm 

'___.,-/ 1:::�--� � ヽ 61



·-. . .  -.. -. ·、、、：
..... -. -- ----· � ― 〗 o-·:· 67

64 

;

 

―

―

 

-『65 j
 

: 6 ， 
□/

 ．．
 

）
 
． ．

 

，
 ．．． ．
 

9
 

·,
 
..

 、．．．
 

今
、

／
： 

\•’‘・ /.73
 ＼ 

7
 

�
70 

゜ lQcm 

）
 

f
-
9 76
 

図22 2 号古tJt西裾 土器埋納坑出土土器実測図③ ( 1  : 3 )  

考 え られる。 外観か ら2 種 に分類 できる。 56 -58 の、 内 面が黒色処理された坪部 は、 ロ縁部が欠損 して いるが、

内 面に屈曲部が わず か に残ることか ら2 段 成形となると推定される。 脚部 は接合部か ら 「ハ」 の字状に 裾部ま で

いっきに広が る。 接合部径 はいず れも 4 cm前 後、 57 は脚端部を 欠損す るが、 現在部 分 の法籠か らして58 同様10cm

前 後の広が り を示す個 体と なろ う と推定される。 調整方法は、 坪部内面はヘラ磨 き、 脚部 内面はハケ 調整、 脚部

外面はハケ 調整痕を 明瞭 に残す ほ どの簡単 なヘラ磨 きが なされている。 外面は黄褐色 を 呈 する。

5 9 · 60 は、 ロ縁部・脚端部 を 欠損す る。 法址は5 9 が接合部径が 4cm 、 60が3.7cm、 裾の広が りが、 同じ高さで5 9

が8 .5cm、 60が7.5cm であり 、 5 9 が幾分大 きい。 調整は坪部内面は黒色処理・ ヘラ磨 きが なされる。 脚部 外面に は

強 いハケ 調整痕か磨 き調整に使用されたヘラ 状工具痕か の判 断 に苦 しむ 調整痕が 明瞭 である。 脚部内 面は黒 色 で、

ハケ 調整されており、 黒色処 理とは異 なる。 外面は赤褐色を呈す る。

両 者 と も、 2 個 体ず つ胎 土・ 焼 成・ 色 調 ・ 法最 • 形態 を 同じ く し、 実測 不可能破片 のなか にも他 には同様相 の

破片が ないことか ら、 対 で使 用 された こと も推測 できる。

63 は図上復元 した。 口緑部 は1 9 cm を 測 り 大 形である。 坪部 は内 面が黒色処 理され、 丁寧に磨か れている。 口 縁
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部 は脚接合部分か ら大き 〈 外反 し 、 途中 段 を形成し、 稜 をなして、 さらに外反 する。 坪底部 外面は、 ハ ケ 調整痕

を 明瞭に 残す簡単 なヘ ラ 磨 き 、 口 緑 部 はヨ コ 方向に丁寧にヘラ磨 き調整がなされて いる。 脚 部 は、 坪接合部分か

ら 、 大き〈 「ハ」 の字状 に広が り、 裾端部 は屈 曲 さ せ て 盛り上げ、 四 角 い形態を呈 している。 調整は外 面がヘラ

磨 き、 内 面はハケ 調整後ナ デ 調整がなされている。 脚 体部 には4 方 に台形 の透か しを刻 み、 須 恵 器の高坪 を模倣

した製品 と考 え ら れ る。

61 · 62 は高坪 の脚部裾 部分であ る 。 2 個 体とも外面はタ テ 方向のヘラ磨 き 、 内面はハケ整形後、 簡単 なナ デ 調

整がなさ れている 。 62 は段 を形成 して いる 。

大形高坪 (64-70)

64 は口 径23cm を測 り 、 か なり大形 である。 3 段 成形 となる 。 内外 面ともタ テ方向に丁寧にヘラ磨 きが施 さ れて

いる 。

6 5 · 66 は接合関係 はないが、 同一個 体の可能性 が考えられ る。 この推定の もとに復元 する と、 1 5 .6cmの 口 径 を

もち、 脚部接合部 か ら 、 坪外面底部 に稜 を 形成して 内弯 しながら 、 口 径 と ほ ぼ同 じ 〈 らいまで体部 が張りだ し 、

短 い口 縁 部が 「 く 」 の字 状に外反 する形態を 呈 する。 丸底 の坪の形態に近似している 。 調整は外面 がタ テ 方 向 、

内面はヨ コ 方 向 に ヘ ラ 磨 きがなされ る 。

67 -7 0 は接合関係 はないが、 各様相 ・ 法祉 から、 同一個 体と考えたい。 67 は口径が18 .3cm を測 る 。 形態は坪底

部はほぽ 水平に近 い状態で横に伸び、 稜 を 形成して直に近 〈 口縁部 が立 ち上がる 。 28の形態に近似 する 。 内 面は

黒色処 理され 、 丁寧に磨 かれている。 遺 存状態がかな り 悪 く 、 外面の 調整は不 明である。 6 9 は一部分の破片 で、

数 と形が不 明であるも のの透か し が刻 まれて いた痕跡が観察 され る。

甕 (72 · 76 · 77)

76は 口 縁部 と胴部 上位 を残す のみであ る 。 口径12 . 5 cmの小形の甕 である。 胴部最 大径 ま ではもう 少 し伸 長す る

と推定さ れる。 また接合はできない が、 77 は同一個 体であ る 可能性 が高 い。 72 は甕の底部 と考え られる。 胎 土 ・

調整とも粗雑であ る。

壺 (73 -75)

7 3 は口縁部、 胴部を 欠 〈 が壺頸部 と考 え る 。 外面はタ テ方向 にヘ ラ 磨 き がなされ、 内 面も不鮮 明ではあ るが、

ヨ コ 方 向 のヘラ磨 きの痕跡が認め られ る 。 7 4 · 75 は壺 の底部破片 である 。 ともに器面は摩耗 し、 調整方法 は明ら

か でないが、 74の外面は比較 的丁寧にヘラ磨 きがなされていた と予想 さ れる。

〔墳丘内出土土師器〕 （図22-71)

墳頂付近 の盛土内か ら 単独 で検出 さ れた。 内外 面ともに底部付近 に指頭痕 が残る。 口縁部 を 欠 き、 器種 は断定

できない が、 平底 であ ることと、 底部か ら 上 方 に移行する状態からして壺の ミ ニ チュ ア製品 であ ると考え た い。

器肉 は薄 〈 、 胎 土は祖 い。 外面は黄褐色、 内面は灰黒色を呈 す。
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(1 ) 立 地 （図23)

3号古 墳は2号古 墳の 構築さ れて

いる尾根状 地 形の突端部に位置 し、

2号古 墳の西 南約40mの地点に あ た

る。 地滑 り災害の 崩落線 際 に 位置 し

墳丘南側 が既に 崩落産 と なって お り 、

墳丘周辺の地 形は詳細に 観察 するこ

とが不可能な状態であ った。 調査前

の 墳丘の状況 も詳細に は観察 さ れて

い ない が、 工事用道路 掘削に より 遺

物が露呈し て 古 坑の 存在 が認識さ れ

た時点 での 観察 では、 墳丘らしき地

形の 高 ま りは全 〈 認められず 、 墳

頂· 墳裾はもとより墳丘形態も定か

ではない状態に あ った。 ただ、 石室

の 構築材らしき凝灰岩礫 が、 尾根状

地 形の 頂部67 4 . 5 m 付近 を 中 心 に 露

出して い るの みであ った。 凝灰岩礫

の集積状況に は石室の 存在を思 わせ

る板 石の組合 わせが認められ、 墳頂

部埋葬施設 となることが確実視さ れ

たが、 その 露呈状態か らは著 しく 破

壊を受けて い る状況 も明らかであ っ

た。 埋葬施設の 位沼か ら想定さ れ る

3 号 古 墳

墳丘上に は、 一 面 に凝灰岩小礫の散 図23 3 号古墳測様図 ( 1 : 150) 

布 が認められ、 特 に 遺物が某中 的に 露呈し て い た西側の斜面では、 小礫の堆積が著 しく 観 察 さ れ た。

道路取り付けの 際のプルト ーザー に よる攪乱範囲は、 幅 z m、 深 さ 20cm 程度 で墳丘を 横断 する形となり、 特 に

西側斜面の 掘削が大 きいもの となって いる。 墳頂部埋葬施設の石材 も、 その 際に西半 が除去 さ れ たもの と 推定さ

れ る。 この埋葬施設に 関 して は旧態を推定す ることが困 難 であ るが、 攪乱の度 合いと して は失 われ た地 形を 復元

す ることを妨げ るほ どの もの ではなく 、 墳丘破壊の範囲は最小限に と ど まるもの と判断 さ れ た。 む しろ 、 墳丘及

ぴ埋葬施設 は工事以 前に 既に半壊の状態に あ ったであ ろうこと が容易 に 理解さ れ る。

(2) 規模 • 構造 （図24)

墳丘土層 3 号古 墳は墳丘断 ち割りを待 たず調査不能の 事態となったため、 墳丘内の 構造に 関 して十分把握で

きたとはいい難い。 道路取り 付けに より掘削 さ れ た断 面の 観察に よれば、 墳丘の 土層は次の ように理解さ れ る。

地山の基盤 は蹂灰岩礫 を多 く 包 含 した黄褐色土 層であ る。 上部に 旧 表土 層と 思 われ る暗褐色 土層が存在し 墳頂部
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図24 3 号古瑣瑣丘施設及び土層断面図 ( 1 : 80) 
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埋葬施設の掘 り 込み面へと連 な っ て い る ( 3 · 4 · 5 ) 。 盛 土層と思われる表屑は 、 I疑灰岩小礫 を 多最に包含 し た 黄

褐色土層であ り 、 頂部での堆積は薄い ( 1 · 2 ) 。 裾部近 く に は軟弱な黄褐色土層が存在し 、 盛土の崩落土府と考

え ら れる ( 6 · 7 )。

墳丘構築状況 土層の検討か ら 、 3号古 墳に逍存す る 墳丘盛土はわずかな も のであ り 、 頂部付近ではその崩落

が著 し い こ と を理解する ことがで き る 。 こ の こ と は 、 3号墳の構築に あ た り 、 さ は ど大規模に 自 然地形の改変が

実施 さ れず 、 自然地形を最大限利 用 し ながら若干の盛土を も っ て そ の構築が完了 し て い る こ と を も 意味 し て い る 。

自然地形を切削 し た痕跡は認め ら れず 、 削 り 出 し に よ り 墳丘 を形成する工程が存在 し なか っ た可能性 も 認 め ら れ

る 。 1 · 2号古 墳に み ら れた 1日地表面 を 叩 き 締めて基盤を安定 さ せる 手 法 も 確 認 さ れない。 さ ら に 、 盛土中 に は

凝灰岩小礫が多最に包含さ れ て い る ため 、 締 ま り がな 〈 か な り 軟弱であ り 、 崩落 しやすい状態 と い え よ う 。 類似

の土砂が地附山山頂 か ら の斜而に観察され、 恐 ら 〈 は同所か ら 運搬 し た も のであ ろ う 。 盛土に 至 る 前 段階とし て 、

地形の切削や 叩 き 締めとい う 地形改変の痕跡が明確でない点は 、 3号古 墳構築状況に お け る 大 き な特色 と い え る 。

墳丘南 西 に は50-20cm大の礫を等高線 に そ っ て 1 列 に配列 し た施設が認め ら れ る 。 その配列は直線的では あ る が、

坑丘裾を 画す る 石 列 と し ての機能を想定する ことがで き る 。 同様の 石 材が 墳丘 北 ・ 東側 に も 部分的に 遺 存 し て お

り 、 お そ ら 〈 は そ れぞれが連接 し て い た も の であ ろ う 。 墳丘東側の集 石 状 石 列部分か ら は 、 埴 輪 • 須 恵 器破片が

出 土し て お り 、 墳丘外表面 にかかわる施設 と な る 可能性が高い。 か な り の 石 材が崩落 し て い る状態に あ る と い え

る が、 墳裾部分に 石 列 を配 し て 墳丘構築の第一段階、とし て い る 可能性が指摘 さ れ、 盛土の工程の特色 と と も に注

意 さ れ る 。

墳丘形態 ・ 規模 墳裾を 画 し た と 推定 さ れ る 石 列 と 、 墳頂中央に位置す ると推定 さ れる 埋葬施設 を も と に 、 失

われた墳丘 を復元すると、 直径lOmの円形に近い平面 形 を想定する こ と がで き る 。 培 丘東側には 、 墳丘も含めた

尾根状地形の一端が大規模に崩落 し た 形跡があ り 、 墳丘中央の 埋葬施設際 を 走 る 弧状の崩落線 も 確認 さ れる 。 3

号古 墳が憤形 を認識で き な いほ どに破壊 を受 け て い る 要因とし て は 、 こ の 墳丘半分を巻き 込んだ大規模な崩落が

契機 と な っ た も の であ ろ う 。 ま た 、 墳丘 西 側 も 、 急斜面 と な っ て い る ため 、 か な り 崩落が進行 し て い る模様であ

る 。 こ の よ う に 、 不安定な基盤上に構築 さ れた こ と で盛 土の流失が著 し く 、 構築当時の 墳丘の外観はほとん ど う

かがう こ と の で き ない状態 と い え る が、 埋葬施設の レベルか ら 想 定 し て 、 当初よ り さ ほ どの 墳丘規模を も た な い

古培であ っ た ことも 明 ら か で あ る 。 盛土の高さ を 1 m前 後 と し て も 、 墳丘の高 さ は Z mには達 し な い 。 墳裾を削

り 出す な どの明確な規格の設定がみ ら れな い こ と は 、 か え っ て 、 基盤とし ての尾根状地形を 墳丘景観に取 り 入れ

る ための慈図 と し て受け取れ る か も し れ な い 。

なお 、 墳丘東側 に み ら れた崩落痕跡は 、 こ の た びの地滑 り 災害に と も な い形成 さ れた も の で は な い が、 発掘調

査中 断 を招い た工事区 内での再崩落事故が、 こ の崩落痕跡を境とし て発生 し て い る 点は 、 3号古 墳立地が極めて

不安定な土塊を利用 し た も ので あ る ことを如 実に物語っ て い る 。

(3) 埋葬施設 （図25)

3号古 墳の 埋葬施設 と し て は 、 墳丘中央部 に 石室の露出を確認 し たはかに 、 墳裾南 西 部 に 接 し て位醤する小形

の 石室様 遺 構 を検出 し て い る 。 後者については 石室とい う よ り も 石 棺 と 呼んだほ う が適切 と も 思われ 、 ま た 、 そ

れ を 埋葬施設と 判 断す る 根拠 も 得 ら れ て は い な い 。

〔墳頂部石室〕

古 坑の発見時点で既に大 多数の構築材が失われて お り 、 構築時の位謹を保つ 石 材がわずかに露出する状態であ

っ た が、 遺 存する 石 材か ら 、 石 棺型式の 石室構造を復元す る こ と が可能である 。 壁体は 北 側壁の一部 と 西 小 口 を
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構成す る1 枚 ず つの板 石 が遺 存 し、 箱式 石棺状 の形態 を予想 させる。 痕跡として 残された 石室底 面の平 面形か ら、

長さ1.8m 、 幅1.om程 度の規模が復元され、 壁 体の高 さは5 0cm 前後に そ ろ えられて いた らしい。 底 面は掘り 方 を

そ のまま利用した平坦 面を形成し、 特別 な施設は認 められない。 天井 部はすべて失わ れて いるが、 長さ1.6m 、 幅

l.Om の板 石 が一 部を壁 体に接して 石室を覆 うような形で 遺 存 して いる。 構築当 初 の位謹 を保 つものではないが、

天 井 部構築材 として用いられた 石材に 間違 いないものと 判断 される。 石室の外 面に は、 遺 存す る南側 小 口 に 接し

て板材 を敷 き詰 めた ような集 石 がみられる。 石室閉塞に際 して は、 同 様の石材 をもって 上面が覆 われた ことも想

定 される。 ここで注 目 した い点 は、 天井 部の構造 が合掌形であった可能性に ついて である。 天井 部構築材 と 判 断

される板 石 の位置をみると、 石室平 面形の長軸 と 板 石 の長軸 とが同じ 方向に あり 、 天 井 石 と考えるに は一見不自

然 な配謹 を見せて いる。 天井 石 として用いるならば横に 架 設す ることが妥当 な石材 の大きさといえるが、 に もか

か わらず板 石 を縦方向に 設謹 した状況 といえるか もしれない。 遺 存 す る位置のままで天井 部に 架 設す るなら、 単

独 では幅に 不 足 を来す ことに なるた め、 屋根 形に 石材 を組 合わせて天井 部を架 設した可能性が示唆されることに

なる。 天井 部が合掌形であっ た 可能性は推 測 の域を出ないが、 他 の合掌形石室との比較で もそ れを否定す る根拠

はない。

なお、 石室内か ら須恵 器破片 を数点 検 出して いる。 上 部よ り 流 入した 遺物と 考えられ、 そ のうち の一 部は、 墳

丘西斜 面 出土破片 と接合関係に ある。

〔小形石室様遺構〕

墳丘南西 部に は墳裾 を画した と 思 われる石列 が存 在す る。 この石列か ら1mほ ど離れて小 規模な石室様の遺 構

を検 出し た。 側壁、 小口 部分 ともそ れぞ れ l 枚 の石材 を用いて 箱 形に組 合わせて いる。 内 部の規模は長さ80cm、

幅25cm、 深 さ30cm 前後となり 、 埋葬施設と 考えた場 合著 し〈 小 形といえる。 壁 体の上 部は半 ば露 出し、 内部に土

砂 が充満 した状態に あり 、 天井 部は認 められなか っ た。 内部か らの出土 遺物も確認 されて いない。

(4) 迫物出土の状態

墳丘の表層か ら土器類破片 が多数 出土 して いる。 項頂埋葬施設とそ の周辺か らも若干 の須 恵 器 ・ 土師 器・ 埴輪

破片を検 出して いるが、 直接的に 施

して いる。 いず れも細片 となってお

り 、 個々 の出土状況に脈絡 は認 めら

れない。 地表面に半 ば露 出し、 l疑灰

岩小礫や枯葉に混 じ っ て 出土す るも

のが多 く 、 完 全に 埋 没 した状態に あ

るものはむ しろ 稀 のよ うに感 じ られ

た。 恐 らく 墳頂部盛 土の崩落ととも

に 斜 面に 流 れ込 んだ 遺物で あろ うと

推定され、 当初か ら墳丘表面に露 出 図26 3号古坑出土土器拓影 ( 1 : 3 )  
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して きた可能性 が高 い。 出土土器の構成 は、 須 恵 器40個体 前後、 土師 器・ 埴輪 6 個体 が確認 される。 大 形の壺ロ

縁 部破片 は壺 形埴輪 と 判 断されるため 、 出土個体 中土師 器の占め る割合 はわずか なものと なり、 須恵 器が主体的

な立場に あること が注 意される。 2 号古 墳に おける埋納坑 出土 土器が、 土師 器を 主体と して須恵 器に そこ に 加 え

る様相 を 呈 して いること と 対照 的である。 須 恵 器の器種 は高 坪 ・ 蓋杯 ·1迷に加 え て 大 形の甕 （図26) も存 在したら

しい。 ただ し、 発掘作業のなか で回収 不能の破片 が多数 存在したものと 予想され、 接合 作業に よ る復元成果は2

号古 墳のそれよ り格段 に 劣 る。 その型式 を 見 ると 、 本古 墳出土須恵 器が1 段階古 く 位置づけら れ、 2 号古 墳西 裾

埋納坑出土須恵 器と の時間 的隔 りは明白 である。 硬質 の須 恵 器が細片化 して いる状態か ら 、 埋葬俵礼に用いた完

形の土器を一括破砕 し、 遣棄 し た状況を想定す ること が妥当 と 思 われる。 その方法 と して は、 特 に 埋納施設 を 設

殴 せず 、 破砕 土器を 墳丘上に散乱す るままに 謹 いたか 、 あるいは散布 し たか のど ちらか の可能性を 考 え たい。 土

器遣棄 の段階を 墳丘 構築直後と 考 え るか、 埋葬後し ば ら 〈 の時間幅 のなか で理解す るのか、 土器遣棄に 対 す る評

価を分ける微妙 な問題 である。 また、 これらの古 墳への土器遺棄 行為 を 、 埋葬儀礼 と して の 「供献」 と 積匝 的に

結ぴつけて 理解すぺ きなのか、 派生す る問題 は多 いが、 こ こ では3号古墳 の土器逍棄 状況を 埋葬施設上 部へ の破

砕散布 と して把握し、 出土土 器型式 の示す年代 か ら 、 2号墳に 見 ら れる埋納遺棄例に先行す るものと して位箇 付

けて おき たい。

なお、 壺 形埴輪 の破片 出土量 はわずか であるが、 その出土状況 か ら 墳頂部に 据 え 粧 か れたものである可能性 が

指摘される。

(5) 出土遺物 （図27-28 )

〔須恵器）

蓋坪 • 蓋 ( 1 - 9) 

ロ 縁 部の数か ら推 測 して 、 個体数はそう 多 〈 なく 、 10個体 前後分 が細破片 で出土 した。 完 形と なる個体 はな〈 、

9 個体 が実測可能であった。

器高 が定 まら ぬ ものは、 推定 の器高を 求め たう え で、 径高 指数 (= 器高 ＋ 口 径X lOO) を 計算 した。 それに よ ると 、

指数32-37 ( 1 · 3 · 6 · 9 ) やや扁平

指数40-43 ( 2· 4 · 7· 8 ) 器高 が高 い と いう 2 つの傾向 が認め られる。

形態では、 「口 縁 部端 部」 明瞭 な段 を なす ( 6· 8 · 9 )

わずか な凹 面 を もつ ( 1 -5 · 7 )

「稜 」 短 〈 丸め である ( 3 · 4 · 6 · 8 · 9)

短 〈 鋭 い ( 1· 2 · 5 · 7 )

「天井 部の回転 削り調 整 」½-½ と 少 ない ( 3 · 7 · 8 )

％ 以上稜 付近 までと 多 い ( 1 · 2 · 4 · 6 · 9) と いう 形態を呈す る。

内面 はす べて回転ナ デ 調 整 が行 われて いる。 胎 土は各々 異 なるが、 全般に 大 きな粒子 (2 -4 mm) の砂粒 の混入

があり、 緻密と はいえ ない。

以 上概 観す ると 、 1 · 4 · 6 が他 の様相 と はわず か に 異 なり、 古 い様相 を も ち、 陶邑 編年I 型式 4段階の特 徴

に近似す る。 他 の個体 はこれら よ りも 後 出的 であり、 8 は 5 段階に比定 できそう である。 また 9 は幾分 大き なロ

径を もち、 また稜 も鋭 さを 欠 き形だけのものと いう 様相 を 呈 し、 II型式 1 段階に近似す る。

実 測 しえ なか った蓋天 井 部分の破片 のなか に は中 央 部に 同心円 文の当て道具 痕 が観察されるものも検 出した。

蓋坪 • 坪身 (10 -14)
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5 点が実測可能 であった 。 口 径 では、 9 . 9 cm とやや小 さめ の1 0、 11cm前 後を 測 る11 -13、 12 .1cm とやや大きめ の

14 の3種類に分け られる。 2 号 墳の坪身 と径 高指数を比較 すると、 平 均値 が3号墳ー 45、 2号墳ー 4 9 となり 、 幾

分 3号墳の方 が扁平となる。

形態を 観察 すると、 口 縁 の立 ち 上がりがすぺて 器高の½ 以上の高い位置に ある。 (10 · 1 1 ・ 14 一 器高の％、 12·13 -

器高の％）． 口縁部 はすべて 同様に内傾 するが、 端部 は、 内傾 し段 を なすまでに は至 らない凹 面を もつ10-12、 丸 い

13、 平 坦 な14 とに分け られる。 受部 は、 丸 く 水平 に伸び る11·13、 平 坦 な14 とに分け られる。 受部 は、 丸 〈 水平

に伸ぴる11· 13、 か なり 鋭 く わずかに 上方に伸ぴる12、 厚 く 鈍 い14となる。 次に調整であるが、 底部 の回転ヘラ

削 りは14 は受部 の間際 までに 及び、 他 は、 ほぼ½ 程度に 施されるのみ である。 1 4 は不 明瞭 ながら中央部に 不定 方

向 のナ デ 痕 がみ られる。 このよ うに 14 は他 とだ いぶ 様相 を 異 に して おり、 特 に その底 体部に 特 徴 を もち 、 下部に

凹 み を 作らぬその受部か ら底部 まで丸 め の逆三角 形に のぴると予 想 される。 他 は14 よ り も後出的である。

有蓋小形高坪 ・ 蓋 (15-22)

8 個 体が実測 可能 であった が、 全 体の形状が明らか なものは18 の1 個 体のみ である。 口径11cm前 後を 測 り 、 蓋

坪 の蓋 が12cm前 後であるのに 対 し小 形に なる。 形態では蓋坪 の8 とほぽ同様で、 器高が高〈 短 い丸め の稜か らは

ぼ 直に 口緑部 が下る。 口縁端部 は、 内傾 する明瞭 な段 を なして いる。 また 、 中央 の凹 ん だつまみ を 付 して いる。

胎土 は極めて祖〈 、 大 きい粒 子 ( 2 - 3 mm) の砂粒 を 多 く 混 入して いる。 調整も粗雑 である。

有蓋小形高坪 (23 -3 6)

坪部 (23-29) は口径10cm前 後を 測 り 、 法量、 形態とも、 蓋坪 の坪身10に脚部 を 付けた といっ て も大 過ないと思

わ れる。 杯部 と脚部 が接合 できた ものは30の1個 体のみ で、 それも口緑部を 欠 損 し、 全 形は明らか ではない。 脚

部 (3 0 -3 6) は太 い接合部か ら「ハ」 の字状に 外反 し短 い。 端部 付近 で鋭 い凸線を 形成 しながら、 屈 曲 させ、 端部

は細 く 逆 「く 」の字状を呈 す。 脚 体部 はカ キ 目調整が施され、 不均整な3 方に長 方 形の透か しを もつ。 蓋 と同 様

胎土 は粗 〈 、 焼成 は軟質 である。

無蓋大形高坪 (40 · 41)

4 1 の坪部 は内弯ぎみに 開 き、 口 緑端部 で幾分強め に 外反 する。 体部 外面に は、 凸線 で上下に囲まれた波 状文の

文様帯 を 有 する。 その文様帯に は断面円 形の把手を貼 付して いる。 その貼付数 は遺存部分に は1個 所しか 確認で

きない。 脚 体部に は4 方 に 台 形の透 か しが刻み込 まれて いる。 端部 の形態は凸 線 の鋭 さがやや欠け るものの、 小

形高坪 と同 様である。 胎 土は幾分大 きめ の砂粒 の混 入が見受け られるが、 小 形高坪 と格段 の差 で緻密 であり、 焼

成 は優良 である。 40 の脚部 は裾端部 が丸 〈 厚 〈 、 体部 の透か しは3 方 である。

聴 (3 7·38 )

小 形の胞 である。 接合 関係 はないが、 その様相か ら同一個 体と思わ れる。 口緑部 は頸基部か ら大 き〈 外反 し、

凸線を 形成 して端部 へ続 〈 。 端部 はわずかに内傾 し凹 面を もつ。 頸部に は細か い波 状文が施されて いる。 体部 は

屑 が張り だ し、 ½に最大径を もち 、 上下を沈線に囲まれた波 状文の文様帯 を 有 す。 全 体では口縁部 が最•大径を示

す。

有蓋壺 ・ 蓋 (39)

法 批か ら、 また 、 同じ胎土 ・ 焼成 の壺類底部破片 が出土 して いること等か ら、 有蓋壺の蓋 と考えた い。 口 径8 .8

cm、 器高4 .7 cm を 測 る。 形態は、 上下 を 凹 ませ十分 意識して 形成 された 鋭 い稜か ら、 ほぼ直に 口 縁部 が下 る。 その

端部内 面に は明瞭 な段 を 有 す。 つ まみ は中 央 が大 きく 凹む。 外面に は全体に 自 然釉 が付筍 し不鮮 明であるものの、

成形・ 調整は丁寧 である。 胎土 も精製 され、 焼成 も硬質 である。
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図28 3 号古墳出土土器実測図 ( 1 : 3 )  

〔土師器 ・ 埴輪〕

僅かの最 が細破片 として検 出された。

壺形埴輪 (42· 43· 47)

42 · 43 は口縁部片 である。 42 は比較 的細 い頸部 か ら 内 弯 ぎ みに外反 し、 43 は頸部か ら 大 き〈 外反す る。 2 個体

とも 、 雑 なハケ調整後、 口縁端部に ヨ コ ナデ調整が施 されて いる。 47 は口 縁部 を欠損す る。 内外 面は簡単 なナデ

調整がなされ、 胴 部 に綸積み痕 が明瞭 に残 る。

高坪 (44 · 45)

44 · 4 5 は同一個体の 可能 性も 考 え ら れる。 4 4 は坪 部 と 胴部の接合部 であり 、 坪部 は内 面が黒色処理されている。

45 は脚部 であり、 長 めで柱 状形に脚体部 がのぴ、 ナデ調整の 痕跡が残る。

壺 (46)

外面に はハケ調整 痕 がかすか に残る。 底部の器 肉 は厚 い。
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4 号 古 墳

(1) 立 地 （図29)

4号古 墳は地附山 山頂か ら30m下 の斜 面に 立地 し 、 3号古 墳と は谷 状の断 層凹地 をはさん で西側に30mほ ど の

距離を隔 てている。 北東に隣接す る5号古 墳と は墳裾を接す るほ ど近 い位置 関係 を示 し、 そ れぞ れの墳頂 部埋葬

施設 の距離はわずかism を測 るのみとなる。 調査前 の墳丘 の状況 は、 谷 状の凹地 へと 向 か う 斜 面に わずか な高 ま

り が観察 される程度で、 埋葬施設 としての石室上面が露出 した状態 に あった。 石室周辺に は大小 の転石 が散 在し

てお り 、 石室内部に も同 様の凝灰岩礫 が転 落していたが、 石呈天井部としての構築材らし きものは確認され なか

った。

(2) 規模 • 構造 （図30)

緊急を要 した調査 の性格か ら、 墳丘部分に 対 す る調査 は十分 でな〈 、 地形測量 と墳丘 切り 崩し に立 ち会った際

に得 られた所 見を述ぺ るに と ど まるものである。 墳丘はほ とん ど 盛土 を崩落しているらし〈 、 斜 面に段差 を認め

る程度の高まり しか遺 存 していない。 盛土 は大小 の凝灰岩礫 がそ のほ とん ど を占 めるといっても過言 ではな〈 、

斜面を覆 っている山頂か らの崩落 土 石 を利用しているらしい。 墳丘切削 に おけ る観察 では、 盛土 の厚 さは概して

20 -30cm であり 、 埋葬施設 東部分 で最 大7 0cmを計測 している。 甚 盤 となっている地 山は凝灰岩 の砂礫 層であり 、

墳丘構築の際 の削 り 出し等の痕跡は確認できなか った。 埋葬施設 の西側 に は1 mほ ど の大きさの凝灰岩礫 が集中

してみられたが、 そ の性格 は不明 である。 地形測量 の結果、 墳頂 部標 高は67 8 .1m、 東側 の墳裾は67 6m付近に設

定 され、 直径 9 m程度の円 墳であった可能性 が考 え られる。 4号古 墳の構築状況 で特徴 的な点は、 そ の立地 が斜

面に 位置 し、 尾根状の地形を利用している1 - 3号古 墳とは構築に おけ る地形の選択に おいて較 差 を有す ること

に ある。 斜 面に 構築されることは、 そ の構築に あたり 大規模な墳丘 を必要 としない意図があったとも理解 できる。

同 様の立地 となっている 5号古 墳と、 近接した位置 関係 を示 す こともそ れとは無 関係 ではない。 未調査 の6号古

墳を含めて1 - 3号古 墳が、 そ れぞ れ5 0m前後の距離を保 ちながら配列 されていること と 比較 して、 5· 6号古

墳の近接した位置 関係 は古 墳群中での特 異 な存 在といえ る。

0 4m 
L....::::&-.... 

図29 4 · 5 号古墳測最図 ( 1 : 200) 
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図31 4 号古墳石室実測図 ( 1 : 40) 

(3) 埋葬施設 （図31)

墳頂部 に存 在 する石室 は、 既に上部 構造を失 った形で露 出していた。 遺 存部分として側壁 及ぴ小口 部分を組合

わせ た箱 形の壁 体を確認 することができる。 構築材 として用い てい る石材 は凝灰岩 ではあ るが、 1号古墳にみら

れた石棺 形式 の石室 にともなう板状 の石材 ではな〈 、 厚 さ50cm を超える大形の転石 を使用してい る。 石室内 部の

平面 形は長さ1.7m、 幅0.8 mであ り 、 石室床面 には礫 を敷 き詰 めてい た形跡が一 部に認 めら れた。 発掘の過程で

上 部から流入 した礫 との判別ができなかったため確定 はできない。 また、 石室内 より 平安時代土 師 器甕 が2 個 体

出土している。 そのほ かの出土遺物は確認 されてい ない。 壁 体の構築状 況 は、 北小口 部分では1 mの高さに2 段

の石材を積み上げており 、 側壁 部分では1 段 の石材 のみとなる。 南小口部分には小 形の板石 を高さ50cm に据え箇

き、 そ の外側 がい 〈 つ かの小礫 により 押 さえられる形となる。 このこ とから 、 北小口部分を奥壁 と考え 、 南 部分

を閉塞 施設として認 識することが可能であ り 、 横 口 的 構造を有 した石室 構造と判 断される。 北側部分が横穴式石

室 の羨道と同様に通路としての施設であ った可能性は高い ものと考えられるが、 内部 の規模が1 . 7 X Q .8 mと小 規

模であ ること、 失 われてい る天 井 部の高さがかなり 低 かったと推定 されることなど から 、
一般 的 な横穴式 石室 と

は区別される要素 も多い。 仮 に 石棺 形式 の石室 から横穴式 石室 への時 間的な変遷 を想定 するならば、 その移行期
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にみられる石室構造の一つとして位置づけられる可能性 も指摘でき る と こ ろである 。 いずれにせよ、 多 く の課題

を抱え た石室構造といえる。

(4) 出 土遺物

石室内から出土 し た 2 個体

の甕は、 破砕してはいたが 1

個所に集中 し た 出土状況をみ

せ、 合わせ 口 の甕棺 と して石

室内に埋納 さ れた可能性が高

い。 こ の遺物に 関 し ては古墳

に与え るぺき 年代をあらわす

も の ではな 〈 、 埋葬施設とし

て古墳石室を平安時代に再利

用した結果として理解するこ

とにした。 こ の仮説によると 、

平安時代には 4号古墳は既に 図32 4 号古墳出土土器拓影 ( 1 : 3 )  

開 口 し、 内部に土砂が流入していた可能性 も 考えられ、 地附山古墳群の破壊が早い時代から進行していた こ と を

示す こ とにな ろ う 。 なお、 墳丘盛土中からは須恵器甕 1 個体分が破片 と なって出土した （図32) 。 切り崩し作業の

なかで採集し たため復元が不能である が、 ほぼ完形を呈したであろ う こ と が予 想 さ れ、 埋葬儀礼に と も ない墳丘

上に遺棄 さ れた遺物と し て把握さ れ る 。 年代的に も 矛盾 を 期 さ な い。

土師器甕は法最が口径 1 -22cm · 2 -23.3cm、 器高 1 -25 . 2cm · 2 -24 . 7 cm、 胴部最大径 1 -22.Scm · 2 -23.6 

cmとなり大差はない。 口緑部は と も に内弯ぎみに同じ傾斜で 「 く 」 の字状に外 反 し 、 端部で肥厚する形態を呈す

るが、 2 はより意識して端部を厚 く 丸〈仕上げてい る 。 頸部以下は、 屑部は張り出さ ず 、 最大径をも つ胴部上位

へ と 移行する。 底部は不安定な丸底である。 底部から胴部中位まで、 平行タ タ キ で成形さ れ、 上位から 口縁部ま

ではロ ク ロ 調整がなさ れている 。 2 は さ らに丁寧なナデによりロ ク ロ 調整痕が消 さ れている 。

゜ IO.cm 

図33 4 号古墳石呈内出土平安時代土器実測図 ( 1 : 4 )  
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5 号 古 墳

( 1 ) 立 地 （図29)

5 号古 墳は 4 号古 墳の北 東 に墳裾を S m隔 てて隣接し ている。 4 号古 墳と同様に、 地附山山頂か ら3Qmほ ど 下

った斜 面に立 地している。 谷状の凹 地か らの 比 高差 はS m程 度であ り 、 それを はさん で 対 峙 する形となる3号古

墳より 2 mほ ど 高い標 高に位置 する。 調査 前の 墳丘の状況 は、 わ ず か な高まり が斜 面に段差 として確 認で きる程

度であ り 、 墳丘中央 に位置 すると考えられる埋葬施 設の 露出がなければそれと認識で きるほ どの 規模で はなか っ

た 。 埋葬施 設は天 井 部上端を 露出し 、 西側小口 部分 に開 口 した状態 にあ り 合掌形石室であ ることが観察可能であ

った。 石室内には土 砂 が半 ば充満 し て いた が、 過去に発掘されていることも 明らか な状態であ った。 墳丘には大

小の転 石 が散乱して いた が、 埋葬施 設の 南 東斜 面に板状の 石材 露出が確 認され、 石室 に平行する形で 石列を 形成

して いる様子が確 認された 。 また 、 墳丘裾にあ た る東と西側 には帯状 に礫 が集積 された 痕跡も 認められた。

(2) 規模 • 構造 （図3 4·3 5)

緊急を 要した 調査の性格 か ら、 墳丘部分に対 する調査 は十分で はない。 地形測品 と墳丘切り 崩しに平 行 した 発

掘調査か ら得 られた 所見 を 述べ るにとど まる。

墳丘土層 墳丘を 構成する盛土は、 山頂か らの 崩落土 石 を 利用しており 、 ほ とんど が大小の凝灰岩礫 により 構

成されるといって 過言で はない。 基盤 となる地山は、 上 部に旧 表土の黒色 砂礫層 を 薄 〈 のせた黄褐色砂礫附であ

る。 盛土 が挙 大の 転 石 を 主 体とし、 一見、 積 石塚 的であ ることは注 意される。 同じ 様相 は4号古坑で も観察され

た が、 その 要因 を 環境 による偶 発的事象として理解 すぺ きか、 あ るいは選択 された 意識的事象と理解 すぺきか 、

吟味 されなければ ならない問題であ る。 4 · 5 号古 墳の 立地する環境 が同様の 石材で裂わ れた状態 にあ ることは

肯定される。 た だ し 、 その古 墳立地が決定される際 に、 環境 についてど の よう な選択 意識が慟 いていた か という

点は注 意される。 も し 、 石材を利用しや すい環境 が意識的に選択された 場 合を 考 え るなら、 積極的に積 石塚 とし

ての 可能性 が求 められることになる。 1 - 3 号古 墳と相違 し た 斜 面への 立地という問題 も含 めて、 古項 群の 構造

を 検討した うえで判 断されるぺき問題であ る。

墳丘 構築状況 切り 崩し作業と平 行 し て行った 発掘の 範囲で は、 墳丘構築にあ た って 地形を 切削し た 痕跡が認

められなか った。 項 丘基盤 となっている1日 地形は、 周辺 地形と同様の なだ らか な傾斜を 示 し 、 石室 部分の みが旧

地表を若干 掘り 込んで 構築されて いるも の と理解 される。 墳丘構築工 程を復元 するう えにおいて、 埋葬施 設と並

行 する形で 認められた 石列にまず注 目 しなければ ならない。 墳丘に露出し た 石列は石室か ら約2 m隔て て 長さ 5

mにわ た り 確 認された。 長さ50cm- 1 mの板材を用いてレペルをそろ え て 配列した状態 にあ る。 さらにその下 に

も石材の 埋 没 が予 想 された た め掘削を 進 めた ところ 、 高さ1 mに及ぷ 石垣状施 設が検 出され、 石列はその 上端を

形成する石材であ ることが判 明し た 。 石垣状施 設は大小の凝灰岩礫を使用し、 最 大の も の は長さI.Smを 超 え る。

大 きめの 石を基盤 に据 え て 石材 を 横 に積 み上げ ながら構築し て いる。 石垣施 設上端の レ ペル は石室壁 体の 高さと

はぽ一致 し、 標 高67 6 .3mに設定されて いる。 さらに石室と石垣状施 設の 間には大小の転 石 が詰 め込 まれ上 面には

平 坦 面が形成されて いるっ これらの ことか ら、 石垣状施 設の機能とし ては土留 とし ての役 割を あ て ることが妥当

と考え られ 、 階段状のテ ラ ス 部を斜而上に作り 出すことを 目 的とし て構築された も の と想定で きる。 この平 坦 面

の 形成が、 斜 面における墳丘構築の なかで 埋葬施 設設遣 に先 立って必 要とされることは容易 に理解 される点であ

り 、 埋葬施 設の基盤安定と上 部の 盛土崩落の 防止の 上で も その機能が発揮 されて いると考 え られる。 類似の 石垣

状施設による土留 工法 は更埴 市森将軍塚古墳において も 墳丘内施 設として 明らか にされて おり 、 古 墳築造技術の
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図34 5 号古.1ft測紐図及び断面概念図 ( 1 : 80) 
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テ ラ ス状平坦而 0 

石桓．状施設
lm 

図35 5 号古墳埋葬施設及び石垣状施設実測図 ( 1 : 40) 

なかでの墓礎工法 と位置付け る こ と がで き よ う 。 5 号古墳の場合、 石垣状施設に よ り 土留 された平坦面 を 基礎 と し

て石室構築が箔 手 さ れ る 状況か ら 、 墳丘盛土にかかわる 第一の工程 と理解する よ り も 埋葬施設の基盤造成の工程

と し て把握される こ と に な る 。

な お 、 墳丘の西と 東の裾部に露出 し て いた帯状の礫群については 、 十分な観察がで き なか っ た ためその性格は

不明であ る 。 墳丘の位盟 を 意識 して配覆 さ れた状態をみせ、 後世の構築物 と し て も 間接的には古坑にかかわ り を
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もつことが予想 される。

墳丘形態 ・ 規模 石室構築の 後、 さらに上 部に盛土が施 され墳丘が完成されるが、 盛土の 多 く が流失 している

こ と を考慮 しても大規模な盛土蘇 は認められない。 地形測祉の結果から、 墳頂 部標 高は677 .7 m、 東南の 墳裾は

67 5 . 5 m付近 に設定され、 直径 g m程度の 円 墳であった可能性が考 え られる。 墳丘としては小 形の 部類 であり 、 4

号古 墳とほぽ同じ 規模といえ そう である。

(3) 埋葬施設 （図36)

墳頂 部に存 在す る石室 は、 天 井 部の一 部が剥 ぎ 取られ既に発掘されている様子 がう かがえ た。 調査方法は石室

天井 合掌部分の片 面を取り 外 し、 石室内 部を中心として記録したため、 外表面及び 下部におけ る記録には不 備 が

存 在し明確でない点が多 い。

石室内 部の状態 天井 部が屋根 形を呈した合掌形石室 であり 、 壁 体は石棺形式 として把握される。 石室底面に

1 枚の板 石 を据 え 置 いて床 石 としている点が特徴 的といえる。 天 井 部 を形成す る屋根 形の板 石 が、 壁 体の 外側 に

立 て掛 け られ、 石室内 に石棺 が設け られたような構 造 を呈す ること は1号古墳1号石室 と同様 である。 石棺状壁

体の平 面形は、 最 大長2.1m、 最 大幅0.9mを測 る長方 形であり 、 西側 が幅 を減 じて台 形に近 い形態 をとる。 意 識

的に幅 を狭 めたもの か、 床 石の 形態 に左右 されたもの か、 ど ち らかの 可能性が考 え られる。 また、 遺骸の 体形を

考慮す れば、 東側 に頭 部をおいたこ と が理解 できる。 壁 体の 高さは床 石 から20cm 前後、 天井 部の 高さは最 大値90

cm を計測す る。 1号古 墳1号石室 と比較 して壁 体が低乎 であるといえ る。

石棺形式の構造による石室 では、 3号古 墳と同様 に石室底面に床 石 を有す る例 が多 い。 逆 に、 1 · 3号古墳埋

葬施 設の よう に、 特 別 な施 設を設け た形跡が認められない例 も少 なく ない。 床 石の 存 在をもってより 石棺的構 造

に近 いとす る判 断もあるが、 両者の床面構 造の違 いについては、 石棺 形式の 石室の系譜 的理解 とも関連させ て今

後の 課題 としておきたい。

遺物の出土状態 床 面からは鉄剣 l . 鉄鏃8 . 刀 子2 . 轡 1 が出土した。 この うち、 刀子 については出土位遣

を特定す るこ と ができない。 石室内 には土 石 が半ば充満 した状態 にあったが、 礫 がほ と ん どで隙間の ある状態 が

保 たれていたため、 遺物の 保 存状態 は良好 である。 遺物の 出土状態 は一 部を除 き壁 体際 に分布をみせ、 鉄剣 と鉄

鏃 l 点が床 石上 に位置す る他 は、 床 石 と壁 体との隙 間に落ち込ん だ状態 にある。 おそらく はそのは とん ど が埋葬

時の位遣 から移動 しているこ とが予想 される。 鉄剣の みは当初の位置 を保 つ可能性が考え られ、 遺骸の と位置 関

係 が注目 される。 石室内 は既に発掘され攪乱 された状態 が明らかであり 、 石室内 から持 ち 出 された遺物の 存 在に

ついても考慮 しなければ ならないが、 その他の 遺物が副葬状態 にあった可能性を示す痕跡は確認できない。

石室の構築 工程 構 築材 は流紋岩質凝灰岩 であり 、 20cm 前 後の板状 石材 が用いられ、 1号古 墳埋葬施 設におけ

る石材 に〈 らぺ てやや厚 手である。 石室構築にあたっては墓療の 存 在を予想 しなけ れば ならないが、 墳丘内 での

掘り 込 みの状態は不 明である。 おそらく は甚盤 と しての テ ラ ス状 の 平坦 面に床 石 を設定して壁 体を埋 め込ん でゆ

〈 構 築手順がとられたもの と推定される。 床 石 は、 長軸1 .9mの 大きな板 石 を主 体とし、 西側 に小 形礫 を補足 的に

用いて石室長軸 が広 げられている。 床 石の 規模と形態 に壁 体平面形が左右 されている状況も観察 されるが、 石室

平面形の決定においては、
一枚の 大きな板 石 規模以 上に壁 体平面形を広げ る意図 が存 在したこ と も確認されよう。

壁 体は小口 部分をそれぞ れ1 枚、 側 壁 部分 を2 · 3 枚、 板 石 を箱 形に組 合わせ ている。 床 面及ぴ壁 体上端 面は;'

はぽ水 平に仕上げられるが、 東側小 口 部分の壁 体だ け が他 と 比べ て突 出 している。 次の工程と して天井 部が架 設

されるこ とになる。 石室の束側％ は長さ1.sm、 幅 1 mの 石材 2 枚 を屋根形に組 み合わせ て覆 われる。 残りの西側

％ がその半分以下の 大きさの 石材 2 枚 により 覆 われる。 小口 部分の空 間は、 東側 で2 枚の板 石 をやや斜 めに立て
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因36 5 号古墳石室実測図

-56 一



掛けて閉塞 し た様子が確認 さ れ る 。 西側小口部分 は 1 枚の閉塞石 し か 遺 存 し な いが、 当初は同様に 2 枚の石材が

用 い ら れ て い た ものと 判 断 さ れる 。 全体の構築工程は 1号古 墳1号石室と 大差は な い ものと い え る 。 な お 、 1号

古墳埋葬施設に確認 さ れた と い う 石室上而に板石を葺上げた よ う な形跡は確認 さ れ て い な い。 た だ し 、 石呈外表

面 では天井部裾に接 し て比較的大き な礫が散在す る 状態が確認 さ れた 。 天井部架設にかか わ る 構築材であ っ た 可

能性 も 考 え ら れ る と こ ろ で あ る。

(4) 出土遺物 （図37)

馬具 ( 1 )

轡 （ く つわ） が 1 個体分出土 し て い る にす ぎ な い。 即 ち 馬の口の中 に く わ え さ せる街 （はみ） ・ 馬を制御 し 自 由に

あやつるための手綱を 付 け る 引 手 （ ひ っ て ） 及ぴ面繋 （ お も がい） に結ぶ鏡板 （かがみいた） で あ る 。

術は 2 連にて構成 さ れ、 残存長20cm を 測 る 。 この街の作 り 方に は特色があ るので、 工程順 を 追 っ て実測図の右

側術部から記述する 。 ま ず 1 本の鍛造 さ れ丸味を帯ぴた鉄棒を 2 つに 大 き 〈 折 り 曲げ先環部 を つ く り 、 その際で

き る 鉄棒の交点から先環方 向 よ り 見 る と 時計回 り に 8 - 9 回強 〈 捩 り 、 断面 円形の棒 を 作 り 、 その先に小 さ な接

合環を 作 り 出す。 そのため接合環端部だけに鉄棒の接渚痕を残す。 そ し て接合環及び先環の最終捩り 部分付近は

再度鍛造 さ れ、 断面が長方形を呈す る よ う に な る 。 最後に環部の成形 と 左 側のものとの接合 を も っ て 終 わ る 。 左

側の街部は 、 捩 り 方向が右側 と 逆 に な り 12回以上認め ら れ、 再度の鍛造は接合環に軽 〈 施 さ れ て い る に す ぎ な い。

ま た右側のものに比ぺ環部の序耗は著 し 〈 、 やせ細っ て い る 。

引手は左右均ーでない。 右側のものは街先環との接合部を隅丸長方形 に 作 り 、 手綱を結ぶ壺部 と 同方 向 に あ る 。

鉄棒は端環先端部付近 を 除 き 断面 四角形 を呈する 。 端環は単純に 折 り 曲げた もので あ る 。 推定長14cm を 測 る 。 左

側の引手は 、 全長16.6cm と 長 く 、 蕨手形 を 呈 し 、 柄に 1 回の捩 り を施す。 端環は単純に折 り 曲げて衡先環に接続

す る 。

鏡板の一部 と 思われる ものは左側の街先環に遊環のか た ち で付属 し て 出 土し た か、 右側のものは認め ら れなか

っ た 。 形状は開丸長方形 を呈 し素緑である 。 鉄棒は丸味のあ る 細 い もので、 両端末は接合 し な い。 こ こ で注意し

なければ な ら ないのは 、 接合部の短辺の折 り 曲げの意図は 、 何か を お さ え つ け る ものに な さ れた可能性がある 。

そ し て遊環の中央で錆化の仕方に差が認め ら れ、 太 さ も 若干異 な る こ と か ら も 、 何かが差 し 込 ま れ て お り 、 そ れ

を固定す る ため前述の折 り 返 し が必要では なかっ た か と 推覇 さ れ る 。

さ て 問題は 、 この鏡板の一部 と も に街 と 引 手 そ し て引手間に も 製作時期に差があ る こ と であ る 。

ま ず鏡板の一部 と 推定 し た遊環か ら 考 え て み よ う 。 も し 上記の推覇が正 し い な ら ば、 金属製品以外の腐 食 し や

すい有機質のもの、 板・ 骨角製品等で飾 ら れた棒状の鏡板 を も つ銀轡 （ ひ ょ う 〈 つわ） の立聞部分 に な る ものと思

え る 。 ま た街において も 先環が他の轡のものと比べて大型 で あ る こ と も こ れを衷付け て お り 、 街棒の強い捩りの
(I) 

あ る ものは 、 福岡県池の上 6号坑のものと近似し 、 さ ら に この古墳出 土の継轡立聞 （ た ち ぎ き ） は 韓国大邸市達西

面 （たつせいめん） 37号第 1号椰出 土品 と 同様のものであ る と い う 。 そ れ な ら ば と この古 墳群 内の轡に強い捩 りの
(2) 

あ る ものがないかと 調べた と こ ろ 、 50号墳第 2 石榔、 55号墳か ら 各 1 例が見受 け ら れ た 。 こ れ ま た仮定の域を 出

ないが、 本古墳出 土の術は 、 達西面古墳群は朝鮮三国 時代の新羅 （ し ら ぎ） そ れ も 伽耶 （かや） 地方 と 親縁性があ
(3) (4) 

る こ と を う かがわせる 。 尚 、 池の上6号は 5 世紀前半に位置づけ ら れて お り 、 この術 も こ れに近い年代が与 え ら
tS) 

れ、 古代の部類に属する 。 県 内で捩りのある街の出土例は 、 小県郡丸子町鳥羽山洞穴 遺 跡 と 中野市林畔1号古 墳
(6) 

に み ら れ る 。 し か し 、 烏羽山洞穴 出土のものは 、 先環が小さ く 作 ら れ鉄製鏡板が伴出 し てお り 、 本 古墳のものと

趣 を 異に す る 。
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これに 対 し引 手は、 ど ち らが先行して付 けられ たか不明 であ る が、 左右 の形態 • 長さが全 〈 異 なっている 。 術 ・

鏡板 の伝世 とその再利用がう かがわれ る 。

鉄剣 ( 2 )

全 長66 . 1cm を測 る 大型 の剣 で、 剣身 の長さは51 .4cm になる 。 幅 は基部で最 も大き〈 3. 5cm、 その後漸滅 し先端部

付近 では3.0cmに なる 。 厚 さもこの傾向 にあ り 墓 部で7 mm を測 る 。 中央に 鍋 を有 し、 断 面形は扁平菱 形を呈す る 。

先端付近 に鞘 と推定 され る 木賀 部が残る 。 茎 （ なかご） は刃 部から直角 に 近 い関 （ まち） に より わけられる 。 そし

て箱l ( はば き） 様の痕跡を残し ている 。 扁 平 で2 個 の目釘穴 が穿 たれ る 。 剣身 ・ 茎 とも銹 化が進ん でいる が剥 落

部も少 な〈 保 存状態 は良 い。

鉄鏃 ( 3 -10) 

すぺ て有茎式鏃に属する 。 ま た鏃 を鏃身 部と頸 部に大別 し 、 さらに 頸 部を箆 被 （の かつぎ） 部と茎 部にわける と

その境 には明 確な棘箆 被 （ きょ く の かつぎ） が作 り 出 されず 、 関箆 被 であ る 点が共 通す る 。 3 - 6 は扁 平 で幅 のあ

る 平根式鏃である 。 3 の鏃身 部は柳葉形を呈 し、 箆 被 は短 い。 4 の鏃身 部は錆 化が著し〈不明 部が多 いが、 先端

付近 の断 面形は片丸に なり 、 下端に腸袂 （ わたぐり ） を有す る 。 また箆 被 の片 面に三日月 状の刺逆 （ かえ り ） を付

箔させ ている 。 5 は4 と同 様腸袂式鏃 であ る が、 鏃身 部は両鏑作 り に なる 。 6 は明 確な箆 被 を形成し ないまま鏃

身 部に接続 し、 先端が欠損 している ため形態 は不明 であ る が、 竪頭式鏃 であ ろ う 。 7 - 9 は鏃身 部が片刃 になる

尖根式鏃 であ る 。 7 · 8 の鏃身 部は平刃 になる 。 茎 部は平根式鏃に 〈 らぺ て丸味 を帯ぴ、 9 には矢柄 の木質 部が

残存 している 。 10 は茎 部先端部の破片 で、 丸味 を帯ぴている ことから尖根式鏃 のものであ ろう。

刀子 ( 11 · 12)

2 点出 土している 。 11 は平造り の刀身 の一 部で、 よ く 使 いこなされており 、 先細 り に なる 。 12 は茎 部の先端付

近 の破片 で、 周囲に 木質 部が残る 。

尚 、 錆 の進行防止のための保 存処 理は長 野市立博物館で行い、 象嵌 の有無についてのX線透 過に よる 調査を長

野県工業試験場に お願いしたが、 象嵌 等は存在 しないという 結果を頂 いた。 両機関に はご 多用の折 ではあ ったが、

快 〈 お受 け頂き感謝申 し上 げます。

注

(I) 大谷猛 「 日 本出土の飽轡につい て」 「論集日 本原始J 吉川弘文館 昭 和60年

(2) 小泉顕夫 • 野守 健 「慶尚北道達城郡達西面古墳調査報告 書」 『朝鮮考古資料集成 1 7 J 創学社 昭和58年

(3) 岡内三渓 「達西面古墳群」 「世界 考古学箪典 上J 平凡社 昭和54年

(4) (1) と 同 じ

(5) 永峰光一 「鳥羽山洞穴遺跡」「長 野県史 考古資科編 全 1 巻(2)」 長 野県史刊 行 会 昭和57年

(6) 小 野勝年 • 横山浩一 「林畔 1 · 2 号古墳 • 山の神古墳」 「長野県史 考古資料編 全 1 巻(2)J 長 野県史刊 行 会 昭和57年
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地附山 古 墳群

（協同測磁社昧提供）

地すぺ り 地と 古墳群遠救

古瑣群迫梨

図版 I



墳丘類似地点

( I 号古墳東側）

試掘

試掘終了

試掘終了



図版 3

1 号古墳全景

（ 西か ら ）

（ 北か ら ）

（ 束 か ら ）



図版 4

1 号古墳調査状況

抜根作業

西側表土l(ijの掘削

束UllJ表土府の掘肖lj



1 号古墳

掘削後 のtft丘

埋葬施設



図版 6

1 号古墳埋葬施設

調介前（西か ら ）

表土層除去後

盛土層除去後



1 号古墳埋葬施設

上部石材除去後

（北束か ら ）

天井施設除去後

（北か ら ）

石材除去後

（西か ら ）



図版 8

1 号古墳 l 号石室

天井部（ 西か ら ）

fHJJ_\1; き音IH !l�カヽ ら ）

1 号石室励

と

2 号石室佑

（束か ら ）



1 号古墳 2 号石室

天井部 （ 西 か ら ）

側咄部（ 束か ら ）

側壁部（ 束か ら ）



図版 1 0

1 号古墳 3 号石室

天井部（ 西か ら ）

fl\l)壁部（ 東か ら ）

3 号石室四

と

1 号石室固

（ 束 か ら ）



2 号古墳

抜根作業（ 束か ら ）

表土層の除去

表土屑除去後の項丘



2 号古墳墳丘

（調査終了後）

遠景

近景



2 号古墳墳丘

（北東か ら ）

（北西か ら ）

（ 南西 か ら ）



2 号古墳北裾
土器出土状況

（北か ら ）

（ 西 か ら ）

（近影）



2 号古墳西裾
土器出土状況

（北西か ら ）

2 号古墳墳丘断面

（北西か ら ）

（北か ら ）



図版 1 6

3 号古墳墳
‘
丘

（ 西か ら ）

（北束か ら ）

3 号古墳埋葬施設

（南西か ら ）



3 号古墳埋葬施設

上部石材除去後

（北束か ら ）

南半ii,l落状態 と 束fHIJ集石

(�t.!lミカヽ ら ）

南西裾部石列と

図 版 1 7



図版18

4 · 5 号古墳

調it済手前（束カ・ ら ）

4 号古墳埋葬施設

iぷii状態（ 南 か ら ）

土石除去後（ 南 か ら ）



5 号古墳

瀾布滸手前（ 南束か ら ）

埋}同施設のi名出状態

（南西か ら ）

同上近影

図 版 1 9



図版20

5 号古墳墳丘

（南束か ら ）

5 号古墳埋葬施設

森出状態

土石流入状態



5 号古墳石垣状施設

（南東か ら ）

（南か ら ）

石梢除去後の
1ft丘断1(1i と

石牙{

図版21



図版22

5 号古墳埋葬施設内
遺物出土状態

床 而 と 逍物

鉄剣 • 鉄鏃

轡



図版23

地すペ リ に よ る崩落面( 1 号古:ttl か ら ） 調査前の現地協購

調和府の 1 号古ift l 号石室 調査開始( 1 号古ttl)

盛土の検討( l 号古tJ't) 埋非施設の調ft( 1 号古坑）

t!t丘の写真測屈( 2 号古墳） 古tft群全娯（手前伯j落m 直 Jこ が 3 号古tfl)
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30 41 

3 号古爪出土須.'Jf.器（約 l : 2 .  番号は回27 · 28 と 共辿） . 4 号古り1出土平安時代土師器（ 約 l : 3 .  番号は図33 と 共通）
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